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単元名 1．わたしたちの生活と政治 
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.6～7 

配当時数 １時間 活動時期 ４月 
学習指導要

領の内容 
 (1)ア，イ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) わたしたちのくらしを支えるしくみ  
・わたしたちのくらしは，どのよ
うなしくみで支えられているの
でしょうか。 

p.6～7 

1 ①国の政治の中心地の写真を見
て，気づいたことを話し合
う。 

・首相官邸や国会議事堂，最高
裁判所がある。 

②まちでくらしている人たち
が，どんな願いや思いをもっ
ているのかを話し合い，その
願いと市や国の政治とのつな
がりに関心をもつ。 

・まちには，いろいろな人たち
が，それぞれの願いをもって
くらしていること。 

［思判表］発言・ノート 

 

  

めあて わたしたちのくらしと政治は，どのように結び
ついているのでしょうか。身のまわりのことから調べ，
考えましょう。 
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小単元名 1．わたしたちのくらしと日本国憲法  
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.8～21 

配当時数 ６時間 活動時期 ４月 
学習指導要

領の内容 

 (1)ア-(ア)(ウ)，イ‐

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の政治の働きについて，日本国憲法の基本的な考え方に着目し

て，見学・調査したり各種の資料で調べたりして，まとめることで我が

国の民主政治を捉え，日本国憲法が国民生活に果たす役割を考え，表現

することを通して，日本国憲法は国家の理想，天皇の地位，国民として

の権利及び義務など国家や国民生活の基本を定めていることや，現在の

我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを

理解するとともに，主体的に学習問題を解決しようとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・日本国憲法の基本的な考え方について，見学・調査したり各種の資料

で調べたりして，必要な情報を集め，読み取り，我が国の民主政治を理

解している。 

・調べたことを図表や文などにまとめ，日本国憲法は国家の理想，天皇

の地位，国民としての権利及び義務など国家や国民生活の基本を定めて

いることや，現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に

基づいていることを理解している。 

思考・判断・表現 

・日本国憲法の基本的な考え方に着目して，問いを見いだし，我が国の

民主政治ついて考え表現している。 

・日本国憲法の基本的な考え方と国民生活を関連付けて，日本国憲法が

国民生活に果たす役割を考え，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・日本国憲法の基本的な考え方について，予想や学習計画を立てたり，

見直したりして，主体的に学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) くらしの中の法やきまり   
・つかむ 日本国憲法とはどのよ
うなものなのでしょうか。 

p.8～9 

1 ①写真を見て，くらしの中にあ
る法やきまりを探す。また，
何のために法やきまりがある
のか考える。 

・車や歩行者が交通ルールを守
ると，道路を安全に利用でき
る。 

・ごみの収集日を守らなけれ
ば，臭いやよごれが発生して
しまう。 

・法やきまりを守ることは，住
みよい社会をつくることにつ
ながっている。 

［思判表］発言・ノート 

(2) 日本国憲法の考え方  

・つかむ 日本国憲法にはどのよ
うな考え方があるのか話し合
い，学習問題をつくりましょ
う。 

p.10～11 

1 ①日本国憲法の基本的な考え方
を知る。 

・日本国憲法は，戦後，人々が
平和を願う中でつくられた。 

・日本国憲法には，三つの原則
がある。 

・国民のことを考えた内容にな
っている。 

②くらしと日本国憲法のつなが
りについて気づいたことや疑
問に思ったことを話し合い，
学習問題をつくる。 

・教科書が無償で配られている
のは，憲法に関係があったん

［思判表］発言 
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だね。 
・憲法の考え方が，体の不自由

な人やお年寄りなどみんなが
暮らしやすくなるようにして
いたんだ。 

・くらしと憲法のつながりに
は，他にどんなものがあるの
だろう。 

 
 
 

(2) 学習の進め方                                
p.12～13 1 ①単元の「つかむ→調べる→ま

とめる→いかす」という学習
の流れを確認する。 

②学習問題に対する予想や調べ
方などを発表し合い，学習計
画を立てる。 

・日本国憲法の三つの原則は，
市の政治に生かされているの
ではないか。 

・日本国憲法の考え方は，さま
ざまな立場の人々がくらしや
すい社会をつくることにつな
がっているのではないか。 

・教科書や資料集に加えて，新
聞記事や広報誌，インターネ
ットで日本国憲法に関する資
料を集めて調べていく。 

・憲法の三つの原則ごとに調べ
ていく。 

＜調べること＞ 
・基本的人権の尊重の考え方と
わたしたちのくらしのつなが
り 

・国民主権の考え方とわたした
ちのくらしのつながり 

・平和主義の考え方とわたした
ちのくらしのつながり 

［思判表］発言・ノート 

（3) くらしの中の基本的人権の尊重 
・調べる 憲法の基本的人権の考

えは，市や国の政治にどのよう

に反映されているのでしょう

か。 

p.14～15 

1 ①基本的人権を尊重する市の施
策を調べ，憲法が定める国民
の権利と義務について，わか
ったことや考えたことを話し
合う。 

・基本的人権について考えるた
めに，講演会を開いたり，標
語を募集したりしている。 

・地域に住む外国人市民の生活
もサポートすることも基本的
人権の尊重という憲法の考え
方につながっているんだね。 

②自分たちの身のまわりで基本
的人権の尊重のように，さま
ざまな権利が保障されている
例や，わたしたちが国民とし
て果たすべき義務についてわ
かったことや考えたことを話
し合う。 

・男女平等  

［知技］発言・ノート 

学習問題 わたしたちのくらしと日本国憲法の三つの原
則は，どのようにつながっているのでしょうか。 
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・裁判を受ける権利 
・教育を受ける権利  
・居住の自由 
・政治に参加する権利 ・職業
の自由 

・言論の自由 ・学問の自由 
・健康で文化的な生活を営む権
利 

・三大義務（教育・勤労・納
税） 

③本時のめあてについての考え
をまとめる。 

（4) くらしの中の国民主権 
・調べる 憲法の国民主権の考え

は，市や国の政治にどのように

反映されているのでしょうか。 

p.16～17 

1 ①国民主権につながるような市
の施策を調べ，憲法が定める
国民主権について，わかった
ことや考えたこと話し合う。 

・政治の代表を選ぶのは市民で
ある。 

・市役所には，市民の意見を政
治にいかすための制度があ
る。 

・市民の意見を聞き，市の条例
をつくっている。地域をよく
するためには，一人一人の行
動が大切なんだ。 

②市だけでなく国のレベルで
も，国民主権の考えが生かさ
れている。 

・国会議員を選ぶのは国民であ
る。 

・国民の声で政治が変わること
がある。 

・最高裁判所の裁判官も国民が
審査している。 

③本時のめあてについての考え
をまとめる。 

［知技］発言・ノート 

（5） くらしの中の平和主義 
・調べる 憲法の平和主義の考え

は，市や国の政治にどのように

反映されているのでしょうか。 

p.18～19 

1 ①平和を願う市の施策を調べ，
憲法が定める平和主義につい
て考える。 

・公園に世界平和の鐘がある。 
・戦争の悲惨さや平和の尊さを
伝える取り組みがある。 

・平和と人権は強いつながりが
あり，戦争がもっとも人権を
侵害することだと思った。 

②市の平和を願う制度は，国で
も同じように行われているこ
とを調べ，わかったことや考
えたことを話し合う。 

・沖縄や東京で行われている式
典では，戦争でなくなった人
を思い，平和を祈っている。 

・唯一の被爆国である日本は，
世界に向けて平和を願う心を
アピールしている。 

③本時の問いについての考えを
まとめる。 

［知技］発言・ノート 
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（6） 考えたことを整理して，自分の考えをノートに書く 

・まとめる 学習問題について調

べたことを整理し自分の考えを

ノートに書き，友達と話し合っ

てみましょう。 

p.20～21 

1 ①学習をふり返って，わたした
ちのくらしに日本国憲法の考
え方がどのように生かされて
いるのか考える。 

・子どもはみな，学校で教育を
受ける権利が保障されてい
る。 

・18才以上のすべての国民に選
挙権があり，政治に参加する
権利が与えられている。 

・二度と戦争をしないことや平
和への思いをもてるようにし
ている。 

②わたしたちのくらしに日本国
憲法がどのように生かされて
いるのか，さまざまな場面で
考える。 

・車椅子が通りやすいように改
札が広く作られている。だれ
もが生活しやすいという基本
的人権の尊重の考え方が生か
されている。 

・働く権利と義務がある。権利
だけでなく，国民として果た
さなければならない義務もあ
る。 

・日本は二度と自ら戦争をしな
いことを決めている。 

③日本国憲法がなぜ大切にされ
ているのか考え，話し合う。 

・三つの原則により，だれもが
生活しやすいような権利が保
障されたり，政治に参加した
り，平和な国をつくったりす
ることができるようになって
いる。だから，これからも守
っていく必要があると思う。 

・わたしたちのくらしは日本国
憲法とは切っても切れない関
係で結びついていて，わたし
たちは憲法によって守られて
いる。 

④学習問題についての考えをま
とめる。 

［思判表］発言・ノート 

［態度］発言・ノート 
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小単元名 2．国の政治のしくみと選挙  
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.24～31 

配当時数 ４時間 活動時期 ４～５月 
学習指導要領

の内容 
 (1)ア-(ア)(ウ)，イ‐（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の政治の働きについて，日本国憲法の基本的な考え方に着目し

て，見学・調査したり各種の資料で調べたりして，まとめることで，我

が国の民主政治を捉え，国会，内閣，裁判所と国民との関わりを考え，

表現することを通して，立法，行政，司法の三権がそれぞれの役割を果

たしていることを理解するとともに，学習したことを基に国民としての

政治への関わり方について多角的に考えようとしている。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・国会，内閣，裁判所のそれぞれの役割などについて，見学・調査した

り各種の資料で調べたりして，必要な情報を集め，読み取り，我が国の

民主政治を理解している。 

・調べたことを図表や文などにまとめ，立法，行政，司法の三権がそれ

ぞれの役割を果たしていることを理解している。 

思考・判断・表現 

・国会，内閣，裁判所のそれぞれの役割に着目して，問いを見いだし，

我が国の民主政治について考え表現している。 

・国会，内閣，裁判所の働きと国民を関連付けて考えたり，学習したこ

とを基に国民としての政治への関わり方について多角的に考えたりし

て，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・国会，内閣，裁判所の働きについて，予想や学習計画を立てたり，見

直したりして，主体的に問題を追究し，解決しようとしている。 

・学習したことを基に国民としての政治への関わり方について多角的に

考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 国会の働き  
・調べる 国会の働きについて調
べて整理したことをもとに，最
後に一文で説明しましょう。 

p.24～25 

1 ①国会の働きについて整理し，
一文で説明する。 

・国会には衆議院と参議院があ
る。 

・国会議員は選挙で選ばれる。 

［知技］ノート・最後の一

文 

(2) 選挙のしくみと税金の働き  

・調べる 選挙のしくみや税金の
働きについて調べましょう。 

p.26～27 

1 ①選挙や税金に関する資料を収
集して調べ，選挙のしくみや
税金の働きについて整理し，
一文で説明する。 

・国会議員，都道府県や市区町
村の長や議員は選挙で選ばれ
る。 

・選挙権は，18才以上の国民に
認められている。 

・公共サービスや公共施設にか
かる費用の多くは，税金によ
ってまかなわれている。 

［知技］ノート 

（3) 内閣の働き 
・調べる 内閣の働きについて調

べて整理したことをもとに，最

後に一文で説明しましょう。 

p.28～29 

1 ①内閣に関する資料を収集して
調べ，内閣の働きについて整
理し，一文で説明する。 

・内閣は，内閣総理大臣が中心
となって，国民のためにいろ
いろな仕事をしている。 

・内閣のもとで，省や庁が実際
の仕事を受けもっている。 

［知技］ノート・最後の一

文 
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（4) 裁判所の働き 
・調べる 裁判所の働きについて

調べて整理したことをもとに一

文で説明しましょう。最後に国

会・内閣・裁判所の図を完成さ

せましょう。 

p.30～31 

1 ①裁判所に関する資料を収集し
て調べ，裁判所の働きや裁判
員制度について整理し，一文
で説明する。 

・裁判所は，法律に基づいて，
様々な問題を解決し，国民の
権利を分担していること。 

②学習したことをもとに，三権
分立の関係を示す図を完成さ
せる。 

［知技］ノート・最後の一

文 
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小単元名 3．子育て支援の願いを実現する政治  
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.34～44 

配当時数 ７時間 活動時期 ５～６月 
学習指導要領

の内容 
 (1)ア-(イ)(ウ)，イ‐（イ） 

 

小単元の目標 

我が国の政治の働きについて，政策の内容や計画から実施までの過程，

法令や予算との関わりなどに着目して，見学・調査したり各種の資料で

調べたりして，まとめることで国や地方公共団体の政治の取組を捉え，

国民生活における政治の働きを考え，表現することを通して，国や地方

公共団体の政治は，国民主権の考え方の下，国民生活の安定と向上を図

る大切な働きをしていることを理解するとともに，主体的に学習問題を

解決しようとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・政策の内容や計画から実施までの過程，法令や予算との関わりなどに

ついて，見学・調査したり各種の資料で調べたりして，必要な情報を集

め，読み取り，国や地方公共団体の政治の取組を理解している。 

・調べたことを図表や文などにまとめ，国や地方公共団体の政治は，国

民主権の考え方の下，国民生活の安定と向上を図る大切な働きをしてい

ることを理解している。 

思考・判断・表現 

・政策の内容や計画から実施までの過程，法令や予算との関わりなどに

着目して，問いを見いだし，国や地方公共団体の政治の取組について考

え表現している。 

・国や地方公共団体の政治の取組と国民生活を関連付けて政治の働きを

考え，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・我が国の政治の働きについて，予想や学習計画を立てたり，見直した

りして，主体的に学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) わたしたちの願いと児童センター  

・つかむ 児童センターの様子

と子どもをもつ親の願いにつ

いて話し合い，学習問題をつ

くりましょう。 

p.34～35 

1 ①児童センターを利用した経験
を話し合う。 

・赤ちゃんや小さな子どもだけ
でなく，小学生や中学生も利
用している。ここでけん玉を
教えてもらったことがある。 

・誰でも無料で遊べて，小さな
子どもを連れた親がたくさん
来ている。お父さんも弟とい
っしょによく遊んでいる。 

②児童センターを訪ねて，どの
ような人が，なぜ利用してい
るのかを調べる。  

・小さい子どもを安心して遊ば
せることができ，同じ年ごろ
の子どもをもつ親どうしで話
ができるので助かる。 

・子どもと遊べる道具や場所が
あるので，休みの日によく利
用している。 

・遊びだけでなく勉強もでき
る。少人数で落ち着いて勉強
できるし，教えてくれる人も
いるので気に入っている。 

・児童センターには，子どもを
もつ親の願いや工夫がある。 

③児童センターを訪ねてわかっ
たことや疑問から学習問題を
つくる。 

［思判表］発言・ノート 
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・児童センターは，どうやって
つくられたのかな。 

・どうして無料で遊べるのか
な。 

 
 
 
④学習問題について予想し，学
習計画を立てる。 

・児童センターの活動について 
・児童センターができるまでの
市役所の働きについて 

・児童センターができるまでの
市議会の働きについて 

・児童センターができるまでの
税金の働きについて 

(2) あすぱるの活動  

・調べる あすぱるでは，どのよう

な活動が行われているのでしょう

か。 

p.36～37 

1 ①写真資料やあすぱる所長の話
を読み取り，あすぱるではど
のような活動をしているのか
を調べる。 

・親子で遊ぶイベントや父親向
けのイベントがある。 

・中学生や高校生の居場所とな
る工夫もある。 

・親への子育て支援事業もあ
る。 

②施設を運営している人たち
は，どのような目的をもって
活動しているのかを考える。 

・子どもや親が安全で安心して
遊べるようにする。  

・子どもだけでなく，親の子育
てについてのサポートをす
る。  

・利用する人たちの思いや願い
を参考にして活動する。 

［知技］発言・ノート 

（3) 市役所の働き 

・調べる 市では，どのような考

えのもとにどのようにあすぱる

をつくったのでしょうか。 

p.38～39 

1 ①市役所を見学したり，市役所
の人に取材をしたりして，
「あすぱる」ができるまでの
市役所の働きについて調べ
る。 

・児童センター「あすぱる」の
建設は，国の法律に基づいて
進められた。 

・児童センター「あすぱる」
は，子育て支援を目的として
おり，市民の要望を反映して
建設された。 

・市が計画案や予算案を作成
し，市議会の話し合いで建設
されることが決定した。 

②資料３の図を見ながら，児童
センター「あすぱる」ができ
るまでの市役所の働きを説明
する。 

・子育て支援に関わる市民の要
望を聞く。 

・国の法律に基づき，専門家を

［知技］発言・ノート 

学習問題 児童センターがつくられるまでには，どのよ
うな人たちの，どのような働きがあったのでしょうか。 
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入れて計画案をつくったり費
用を計算したりする。 

・案を市議会に提出する。 
・国や県からの補助金を申請す
る。 

（4) 市議会の働き 
・調べる 議会では，どのように

してあずぱるをつくることを決

めたのでしょうか。 

p.40～41 

1 ①側注の「市議会の仕事」など
を活用して，「あすぱる」が
できるまでの市議会の働きに
ついて調べる。  

・市議会は，市役所の提案に基
づき，「あすぱる」をつくる
ことやそのための予算を話し
合って決めている。  

・その他の子育て支援事業や
様々な事業も，国の法律や市
民の要望に基づいて市議会で
決定している。 

・市議会は，市の仕事が正しく
行われているかをチェックし
ている。 

②資料３の絵や資料６の図を見
ながら，市民と市議会の関わ
りについて考える。 

・選挙によって選ばれた市民の
代表である市議会議員が，必
要なことを話し合って決めて
いる。 

・市民には議員を選挙で選ぶ大
きな責任がある。 

・市だけで解決できない問題に
ついて，県や国に働きかける
ことも市議会議員の仕事であ
る。 

・市民は市議会に請願をした
り，市議会の様子を傍聴した
りできる。 

［知技］発言・ノート 

（5） 税金の働き 
・調べる あすぱるをつくるため

の費用は，どこから出ているの

でしょうか。 

p.42～43 

1 ①子育て支援センター「あすぱ
る」を建設，運営するための
費用がどこから出ているのか
を調べる。 

・「あすぱる」の建設に，１億
4000万円かかっている。  

・「あすぱる」の運営には，働
く人の給料など，年間2000万
円かかっている。  

・市は住民や会社から集めた税
金や国や県からの補助金など
を使って事業を行っている。 

②資料４「川口市の収入の内
訳」などから，税金の集めら
れ方やその使われ方について
調べ，税金の役割について考
える。  

・住民や会社が納める税金が一
番多い。 

・納めた税金の中で一番多く使
われるのは，市民の生活を支
えるお金である。 

［知技］発言・ノート 
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・税金は，学校教育やごみ処理
などにも多く使われている。 

・税金はわたしたちの生活を支
える大切なもので，多くの人
が必要とする事業に使われ
る。 

・国民には納税の義務があり，
誰もが税金によるサービスを
受けられる。 

（6） 学習問題をまとめる 

・まとめる 学習問題について，

調べてわかったことを整理し，

児童センターがつくられるまで

の政治の働きについてまとめま

しょう。 

p.44 

1 ①学習問題をふり返る。 
②市民と市役所と市議会の関係
を表す矢印の意味を（ ）に
書き入れ，図をもとに，児童
センターがつくられるまでの
政治の働きについて自分の考
えをノートにまとめる。     

③一人一人がノートにまとめた
政治の働きについて話し合
い，グループで政治の働きを
一つに整理する。  

④グループで整理したまとめを
発表する。 

［知技］発言・ノート 

［思判表］発言・ノート 

（7） 公園づくりについて話し合おう 

・いかす みんなにとってよい公

園にするにはどうしたらよい

か，考えてみましょう。 

p.58～59 

1 ①どのような公園がよいのか，
自分の願いを出し合う。 

②いろいろな人の話を聞いて，
ほかにどのような立場がある
か，考える。 

③多様な意見をまとめていくた
めに，どのようなことに気を
つけるべきか話し合う。 

［思判表］観察・ノート 

［態度］観察・ノート 
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小単元名 3．震災復興の願いを実現する政治  
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.46～57 

配当時数 ７時間 活動時期 ５～６月 
学習指導要領

の内容 
 (1)ア-(イ)(ウ)，イ‐（イ） 

 

小単元の目標 

我が国の政治の働きについて，政策の内容や計画から実施までの過程，

法令や予算との関わりなどに着目して，見学・調査したり各種の資料で

調べたりして，まとめることで国や地方公共団体の政治の取組を捉え，

国民生活における政治の働きを考え，表現することを通して，国や地方

公共団体の政治は，国民主権の考え方の下，国民生活の安定と向上を図

る大切な働きをしていることを理解するとともに，主体的に学習問題を

解決しようとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・政策の内容や計画から実施までの過程，法令や予算との関わりなどに

ついて，見学・調査したり各種の資料で調べたりして，必要な情報を集

め，読み取り，国や地方公共団体の政治の取組を理解している。 

・調べたことを図表や文などにまとめ，国や地方公共団体の政治は，国

民主権の考え方の下，国民生活の安定と向上を図る大切な働きをしてい

ることを理解している。 

思考・判断・表現 

・政策の内容や計画から実施までの過程，法令や予算との関わりなどに

着目して，問いを見いだし，国や地方公共団体の政治の取組について考

え表現している。 

・国や地方公共団体の政治の取組と国民生活を関連付けて政治の働きを

考え，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・我が国の政治の働きについて，予想や学習計画を立てたり，見直した

りして，主体的に学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 東日本大震災の発生                          ★他教科との関連：理科 

・つかむ 東日本大震災の発生と

まちの人たちの願いについて話

し合い，学習問題をつくりまし

ょう。 

p.46～47 

1 ①「大震災直後の気仙沼の様
子」や新聞の号外を見て，気
づいたことや考えたことを発
表し合う。 

・まちが津波にのみこまれてい
る。 

・家が流されている。 
②震災直後と現在のまちや漁港
の様子を比べて，気づいたこ
とを話し合う。 

・現在はがれきが撤去されて建
物や道路が整備されている。 

・震災で大きな被害を受けた漁
港では，３か月後にはかつお
の水あげを再開している。 

・だれがどうやって直したのだ
ろう。 

③被災した人々の願いを実現す
るためにどうしたらいいか話
し合い，学習問題をつくる。 

・がれきは，国や県，市が取り
のぞいた。 

・国や県，市が人々の願いを実
現するように努力した。 

 
 
 
 
 

［思判表］ノート 

学習問題 災害にあった人々の願いは，どのような人た
ちの，どのような働きによって実現されるのでしょう
か。 
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(2) 東日本大震災への緊急対応  

・調べる 東日本大震災が発生した

とき，市や県，国は，どのような

取り組みをしたのでしょうか。 

p.48～49 

1 ①地震直後の市の取り組みにつ
いて調べる。 

・災害対策本部を設置して，避
難所の開設や被害状況の確認
などを指示したこと。 

・避難した住民のための水，食
料，仮設トイレなどを県や他
の市に要請したこと。 

②地震直後の県の取り組みにつ
いて調べる。 

・被害状況の情報収集をしたこ
と。 

・災害救助法を適用して自衛隊
に派遣要請したこと。 

・必要な物資を被災地に送る準
備をしたこと。 

③地震直後の国の取り組みにつ
いて調べる。 

・各県と連絡を取りながら，自
衛隊の派遣人数を増やした
り，他国への救助要請，必要
な物資や機材の準備を進めた
りしたこと。 

・全国の消防署から緊急消防援
助隊を派遣したこと。 

・自衛隊の災害派遣は何度かに
分けて増員され， 過去最大
の10万人規模になったこと。 

［知技］ノート 

（3) 復旧・復興に向けた国の支援 
・調べる 復旧・復興に向けて，

国はどのような取り組みを行っ

たのでしょうか。 

p.50～51 

1 ①災害復旧に向けた国の取り組
みを調べる。 

・復旧を進めるために，第一次
補正予算を成立させたこと。 

・それにより，仮設住宅の建
設，ライフラインの復旧，が
れきの撤去，まちの整備を進
められるようになったこと。 

②災害からの復興に向けた国の
取り組みを調べる。 

・東日本大震災復興基本法を成
立させたこと。 

・第二次補正予算，第三次補正
予算を成立させたこと。 

・復興庁を設置し，長期的，計
画的に支援を続ける体制をつ
くったこと。 

・復興にかかる費用は，国民や
企業から集めた税金が使われ
ること。 

［知技］ノート 

（4) 復興を願う市や市民の取り組み 
・調べる 復興に向けて，市や市

民は，どのような計画を立て

て，どのような取り組みをして

きたのでしょうか。 

p.52～53 

1 ①市や市民の取り組みについて
調べる。 

・市では，震災復興計画をつく
り，計画に基づいて，復興に
向けたさまざまな取り組みを
行っていること。 

・新しいまちづくりに向けて，
みんなで協力して取り組んで
いること。 

［知技］ノート 
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・国や県，市の対応で震災から
３か月でかつおの水あげが再
開され，20年以上連続で生鮮
かつおの水あげ日本一を達成
したこと。そこには国や県，
市の支援と市民の努力があっ
たこと。 

（5） これからに向けたまちづくり 

・調べる これからに向けてどの

ような課題があり，どのような

取り組みが行われているのでし

ょうか。 

p.54～55 

1 ①復興を進めている被災地で，
現在課題になっていることを
調べる。 

・震災前から人口の減少が課題
となっている。 

②現在，どのような取り組みが
行われているのかを調べる。 

・もっと魅力のあるまちにする
ために，市民と市役所が一緒
になって取り組んでいる。 

・各地から移住してくる人への
情報提供も行っている。 

［知技］ノート 

 

（6） 調べてきたことをまとめよう 

・まとめる 学習問題について調

べてきたことを表にまとめ，自

分の考えを書きましょう。 

p.56 

1 ①災害にあった人々の願いと，
政治の働きについて，表に整
理する。 

・震災直後の市，県，国の取り
組み 

・災害復旧に向けた市，県，国
の取り組み 

・災害復興に向けた市，県，国
の取り組み 

・市や市民の復興への取り組み 
・これからのまちづくり 
②まちづくりを進めていくうえ
で大切なことは何か。自分の
考えを書く。 

・まちの特色を生かしてさまざ
まなことに取り組んでいく。 

［知技］ノート 

［思判表］ノート 

（7） 公園づくりについて話し合おう 
・いかす みんなにとってよい公

園にするにはどうしたらよい

か，考えてみましょう。 

p.58～59 

1 ①どのような公園がよいのか，

自分の願いを出し合う。 

②いろいろな人の話を聞いて，

ほかにどのような立場がある

か，考える。 
③多様な意見をまとめていくた
めに，どのようなことに気を
つけるべきか話し合う。 

［思判表］観察・ノート 

［態度］観察・ノート 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

（1） 新聞を読もう 

・いかす 政治や憲法に関連した

新聞記事から，気になったこと

を出し合おう。 

p.62～63 

1 ①政治に関して気になった記事
を選び，発表する。 

・選挙，内閣，司法，震災復興 
など 

②みんなの発表を通して，感じ
たことや考えたことを話し合
う。 

［態度］発言・ノート 
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単元名 2．日本の歴史 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.2～7 

配当時数 ２時間 活動時期 ６月 
学習指導要

領の内容 
 (2)ア，イ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) (2) 歴史学習の基本をおさえよう①～③ 
・身近にある歴史を見つけよう 

p.2～3 

 
・歴史博物館へ行こう 

p.4～5 

 
・年表の見方を知ろう 

p.6～7 

2 ①身のまわりの歴史を調べて，
ノートやカード，地図などに
まとめる。 

・現地に足を運ぶことを前提
に，自分が住んでいる地域の
歴史を調べる。次に県内の歴
史を調べる。 

②「まなび方コーナー」を参考
にして，歴史博物館の利用の
仕方を学ぶ。 

③歴史博物館を訪ね，見学・体
験をする。 

・資料の解説文を読んだり，学
芸員から話を聞いたり，展示
物や映像シアターなどを見た
りして，調べ学習に取り組
む。 

④「まなび方コーナー」を参考
にして，年表の見方を調べ
る。 

・西暦，世紀，時代の意味を調
べる。 

・時代と出来事をつなげる教科
書の例題を考える。 

⑤年表をもとにして，時代ごと
の主な人物について考える。 

・例示されている人物につい
て，教科書を使って大まかな
内容を調べる。 

［思判表］ノート・観察 

 

 

  

めあて わたしたちの国の歴史には，どのようなできご
とがあり，どのような人物の働きがあったのでしょう
か。 
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小単元名 1．縄文のむらから古墳のくにへ  
教科書の 

ページ 
歴史編 p.8～23 

配当時数 ７時間 活動時期 ６月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(ア)(シ)，イ‐

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，人物の働きや代表的な文化遺産な

どに着目して，遺跡や文化財，地図や年表などの資料で調べてまとめ，

我が国の歴史の展開を考え，表現することを通して，狩猟・採集や農耕

の生活，古墳，大和朝廷（大和政権）による統一の様子を手掛かりに，

むらからくにへと変化したことを理解できるようにするとともに，主体

的に学習問題を解決しようとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，遺跡や

文化財，地図や年表などの資料で調べ，狩猟・採集や農耕の生活，古

墳，大和朝廷（大和政権）による統一の様子を理解している。 

・調べたことを年表や文などにまとめ，むらからくにへと変化したこと

を理解している。 

思考・判断・表現 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見いだし，狩猟・採集や農耕の生活，古墳，大和朝廷（大和政権）に

ついて考え表現している。 

・狩猟・採集や農耕の生活，古墳，大和朝廷（大和政権）による統一の

様子を関連付けたり総合したりして，この頃の世の中の様子を考え，適

切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・狩猟・採集や農耕の生活，古墳，大和朝廷（大和政権）による統一の

様子について，予想や学習計画を立てたり，見直したりして，主体的に

学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 大昔のむらのくらし  

・つかむ 縄文のむらのくらし

の様子について話し合いまし

ょう。 

p.8～9 

1 ①三内丸山遺跡や出土品の写
真，「縄文時代の人々の１年
の生活」の図などを見て，当
時の人々がどのようにくらし
ていたのか話し合う。 

・たて穴住居とよばれる住まい
にくらしていた。 

・狩りや漁，採集中心の生活で
あり，食べ物が手に入らない
こともあった。 

・生活に必要な道具を，石，
木，骨などでつくっていた。 

・ねん土を焼いてつくった縄文
土器を使って煮たり焼いたり
していた。 

［思判表］発言 

(2) 板付遺跡と米づくり  

・つかむ 米づくりが始まったこ
ろのむらや人々の様子について
見てみましょう。 

p.10～11 

1 ①板付遺跡や出土品の写真，米
づくりの様子の想像図を見
て，米づくりが始まり，人々
のくらしの様子がどのように
変化したのか，気づいたこと
を話し合う。 

・米づくりのさまざまな道具が
板付遺跡から出土している。 

・指導者を中心に力を合わせて
米づくりをしている。 

・米づくりによって，食料を安
定的に得ることができるよう
になった。 

［思判表］ノート 
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（3) 縄文時代と弥生時代の想像図を見て 

・つかむ 縄文時代と弥生時代の

想像図を見比べながら話し合

い，学習問題をつくりましょ

う。 

p.12～15 

1 ①三内丸山遺跡と吉野ヶ里遺跡
の想像図を調べて，それぞれ
の生活の様子について，わか
ったことや考えたことを話し
合う。 

・縄文と弥生では，衣服の生地
の質が違うようだ。住まいも
変わってきた。 

・縄文のむらでは，狩りや漁を
したり，木の実をとったりし
ていたが，弥生のむらでは米
づくりをし，とれた米を保存
していたようだ。 

・弥生のむらでは，まわりに堀
や柵がつくられている。兵士
のような人もいる。 

②疑問に思ったことを発表し合
い，学習問題をつくる。 

・食料を安定して手に入れられ
るようになって人口が増え，
田も広がったのではないか。 

・道具はどのように変化してい
くのだろう。 

・弥生のむらにあった堀や柵は
何のためにつくられたのだろ
う。 

・社会の様子は，どう変わって
いったのだろう。 

 
 
 
 

［思判表］発言・ノート 

（4) むらからくにへ 
・調べる 米づくりの広がりによ

って，むらの様子はどのように

変わったのでしょうか。 

p.16～17 

1 ①米づくりの広がりによって，
むらの様子がどのように変わ
っていったのかを調べる。 

・米づくりの広がりにより，む
らとむらの間で争いが起こっ
た。 

・むらの指導者は，むらを支配
する豪族となり，豪族の中に
は，まわりのむらを従えてく
にをつくり，王とよばれる人
も現れた。人が集まることと
交通が便利なことは，関係が
あるよ。 

・各地の王や豪族は，大陸の進
んだ技術や文化をくにづくり
に役立てた。 

［知技］発言・ノート 

（5） 巨大古墳と豪族 

・調べる 古墳は，何のために，

どのようにして，つくられたの

でしょうか。 

p.18～19 

1 ①仁徳天皇陵古墳の写真，古墳
を築いている様子の想像図，
出土品などから，古墳づくり
の目的，王や豪族たちの力の
大きさについて考え，話し合
う。 

・古墳の大きさ，多くの人を動
員してつくらせたこと，出土
品などから，古墳にほうむら

［知技］発言・ノート 

 

学習問題 米づくりが始まったことで，人々のくらしや
世の中は，どのように変わっていったのでしょうか。 
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れた人物が大きな力をもって
いたと言える。 

・王や豪族たちは，自分の力の
大きさを示すために古墳をつ
くらせた。 

（6） 大和朝廷（大和政権）と国土の統一 

・調べる 国土は，どのように統

一されていったのでしょうか。 

p.20～21 

1 ①大和朝廷の力が各地に広が
り，国土がどのように統一さ
れていったのかを調べる。 

・大和朝廷は大王を中心とした
国の政府。 

・ワカタケル大王の名が記され
た鉄刀と鉄剣が熊本県と埼玉
県の古墳から出土したことか
ら，大和朝廷の力の広がりが
わかる。 

・神話がつくられるほど，大和
朝廷は，大きくて強い「国」
になっていった。 

・渡来人の中には，建築や土木
技術，焼き物などの技術を身
につけた人々がおり，進んだ
技術を大陸からもたらした。 

［知技］発言・ノート 

（7） 新聞にまとめる 

・まとめる 学習問題について調

べてきたことをノートに整理

し，新聞にまとめましょう。 

p.22～23 

1 ①学習問題について調べてきた
ことを，ノートに整理し，ま
とめる。 

・米づくりの広がりによって，
むらがくにへと発展していっ
た。 

・王や豪族たちは，渡来人の技
術や文化をくにづくりに役立
てた。 

・大和朝廷が勢力を広げ，国と
しての日本の形ができ上がっ
ていった。 

②調べたことを整理して新聞を
つくる。 

［思判表］ノート・新聞 

［態度］ノート・新聞 
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小単元名 2．天皇中心の国づくり 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.24～34 

配当時数 ６時間 活動時期 ７月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(イ)(シ)，イ‐

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，人物の働きや代表的な文化遺産な

どに着目して，遺跡や文化財，地図や年表などの資料で調べてまとめ，

我が国の歴史の展開を考え，表現することを通して，大陸文化の摂取，

大化の改新，大仏造営の様子を手掛かりに，天皇を中心とした政治が確

立されたことを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題を解

決しようとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，遺跡や

文化財，地図や年表などの資料で調べ，大陸文化の摂取，大化の改新，

大仏造営の様子を理解している。 

・調べたことを年表や文などにまとめ，天皇を中心とした政治が確立さ

れたことを理解している。 

思考・判断・表現 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見いだし，大陸文化の摂取，大化の改新，大仏造営の様子について考

え表現している。 

・大陸文化の摂取，大化の改新，大仏造営の様子を関連付けたり総合し

たりして，この頃の世の中の様子を考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・大陸文化の摂取，大化の改新，大仏造営の様子について，予想や学習

計画を立てたり，見直したりして，主体的に学習問題を追究し，解決し

ようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 聖徳太子の国づくり 

・つかむ 聖徳太子が行った政

治について整理し，学習問題を

つくりましょう。 

p.24～25 

1 ①中国を統一した隋の様子を調
べたり，聖徳太子が遣隋使を
派遣した目的について話し合
ったりする。 

・隋は，皇帝を中心とした政治
が整い文化が栄えていた。 

・聖徳太子は，小野妹子らを隋
に送り，隋の進んだ制度や文
化，学問を取り入れ，新しい
国づくりに生かそうとした。 

②聖徳太子が行った政治につい
て調べ，学習問題をつくる。 

・冠位十二階を定め，家柄に関
係なく能力や功績で役人を取
り立てた。 

・十七条の憲法を定め，政治を
行う役人の心構えを示した。 

・豪族の力を押さえ，天皇中心
の国づくりをめざした。 

・法隆寺などを建てて仏教の教
えを人々に広めようとした。 

 
 
 
③中大兄皇子や聖武天皇の働き
を調べる学習計画を立てる。 

［思判表］発言 

 

  

学習問題 聖徳太子がめざした天皇中心の国づくりは，

だれが，どのように受けついでいったのでしょうか。 
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(2) 大化の改新と天皇の力の広がり  

・調べる 聖徳太子の死後，だれ
が，どのような国づくりを進めた
のでしょうか。 

p.26～27 

1 ①中大兄皇子と中臣鎌足らがど
のような政治を行ったのか調
べる。 

・蘇我氏をたおし，大化の改新
を進めた。 

・中国の政治の制度を手本にし
て，都から全国へ支配を進め
ていくしくみを整備した。 

・初めて年号を定めたり天皇が
時間を管理したりした。 

・豪族が支配していた土地や
人々は国のものになり，豪族
は貴族として政治に参加し
た。 

・地方の豪族も役人となってそ
れぞれの地方を治めた。 

・中国にならって最初の本格的
な都である藤原京を飛鳥につ
くった。 

②律令や都から運ばれてきた各
地の主な産物について調べ，
中国の政治の日本への影響を
話し合う。 

・人々は，租・庸・調といった
税を納めるとともに，役を務
めた。 

・都には日本各地から多くの産
物が運ばれ，それらを管理す
るのに木簡が使われた。 

・中国の政治を取り入れ，天皇
の力が強くなった。 

［知技］発言・ノート 

（3) 仏教の力で国を治める 
・調べる 聖武天皇は，どのよう

にして世の中を治めようとしたの

でしょうか。 

p.28～29 

1 ①当時の平城京の様子や地方の
人々のくらしの様子について
調べる。 

・平城京は中国風の都で，東西
南北にのびる道路で碁盤のよ
うに区切られていた。 

・天皇や貴族，下級役人などが
くらしににぎわいを見せてい
た。 

・地方の人々の生活は厳しく，
重い税の負担に耐えかねて逃
げ出すものもいた。 

②聖武天皇のころの主なできご
とや天皇が行った政治につい
て調べる。 

・病気によって多くの人々がな
くなった。 

・全国各地で災害や反乱が起こ
るなど社会全体に不安が広が
っていた。 

・聖武天皇は政治を安定させる
ため都を移した。 

・仏教の力で社会の不安をしず
めようと，国ごとに国分寺を
建てることを命じた。 

［思判表］発言・ノート 
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（4) 大仏をつくる 
・調べる 聖武天皇の大仏づくり

は，どのように進められたのでし

ょうか。 

p.30～31 

1 ①大仏の大きさや，大仏造営へ
の聖武天皇の願いについて話
し合う。 

・巨大な大仏を造り，世界を仏
の力で照らし人々を救おうと
した。 

・自分の力だけでなく，多くの
人の協力を集め，大仏を造ろ
うとした。 

②どのように大仏が造られたの
か調べる。 

・行基が大仏づくりに協力し，
多くの人々に大仏をともに造
ることを呼びかけた。 

・大仏づくりにはすぐれた技術
をもつ渡来人も活躍した。 

・聖武天皇の命令で，全国から
ばく大な物資が集められて大
仏が造られた。 

・のべ260万以上の人々が何年
も働き，大仏が完成した。 

・開眼式には，天皇や貴族，僧
など1万人以上の人々が国の
平安を祈った。 

［知技］発言・ノート 

（5） 大陸の文化を学ぶ 

・調べる 奈良に都があったこ

ろ，日本は，大陸からどのような

ことを学んだのでしょうか。 

p.32～33 

1 ①遣唐使は，どのようなものを
日本にもたらしたのか調べ
る。 

・聖武天皇は，唐から皇帝中心
の政治のしくみや大陸文化を
学ぼうと遣唐使を送った。 

・航海技術が発達していなかっ
たので，唐に渡るのは危険な
旅だったが，遣唐使は危険を
乗りこえ唐に渡り，多くの大
陸の文化や文物を日本にもた
らした。 

・その一部は東大寺にある正倉
院の宝物として保管されてい
る。 

②聖武天皇が唐から招いた鑑真
の活躍について調べる。 

・何回も失敗しながら来日を果
たし，唐招提寺を建立し，日
本で仏教を発展させた。 

③この頃日本は大陸との交流に
より，どのようなことを学ん
だのか話し合う。 

・中国の皇帝を中心とした政治
のしくみ 

・大陸の影響を受けた文化 
・仏教 など 

［知技］発言・ノート 

 

（6） まとめる 

・まとめる 学習問題について調

べてきたことを表に整理し，最後

に人物のせりふを書きましょう。 

p.34 

1 ①これまでに調べたことを発表
して，この時代の人物が，新
しい国づくりのためにどのよ
うなことを行ったのか，表に
整理する。 

・「中大兄皇子，中臣鎌足，唐

［思判表］表・吹き出し 

［態度］表・吹き出し 
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から帰国した留学生や留学
僧」「聖武天皇」「行基」
「鑑真」の四つの人物の観点
で，新しい国づくりのために
行ったことを整理 

②整理したことをもとに，それ
ぞれの立場の人物になったつ
もりで，天皇中心の世の中に
ついて説明する。 

・聖武天皇…わたしは，多くの
人々の協力を得ながら，天皇
である自分のもっている力を
使って全国に国分寺を建てた
り大仏を造ったりして仏教の
力で世の中を平和にしようと
しました。 

・農民…天皇中心の世の中は，
実はわたしたち農民が支えて
いました。大仏づくりも，わ
たしたちの協力やがんばりが
なければ実現しませんでし
た。  
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小単元名 3．貴族のくらし 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.36～41 

配当時数 ３時間 活動時期 ９月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(ウ)(シ)，イ‐

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代表

的な文化遺産などに着目して，遺跡や文化財，地図や年表などの資料で

調べてまとめ，我が国の歴史の展開を考え，表現することを通して，貴

族の生活や文化を手掛かりに，日本風の文化が生まれたことを理解でき

るようにするとともに，学習してきたことを基に長い歴史を経て築かれ

てきた我が国の伝統や文化と今日の自分たちの生活との関わりを考えよ

うとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，遺跡や

文化財，地図や年表などの資料で調べ，貴族の生活や文化を理解してい

る。 

・調べたことを年表や文などにまとめ，日本風の文化が生まれたことを

理解している。 

思考・判断・表現 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見いだし，貴族の生活や文化について考え表現している。 

・貴族の生活や文化を関連付けたり総合したりして，この頃の文化の特

色を考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・貴族の生活や文化について，予想や学習計画を立てたり，見直したり

して，主体的に学習問題を追究し，解決しようとしている。 

・学習してきたことを基に長い歴史を経て築かれてきた我が国の伝統や

文化と今日の自分たちの生活との関わりを考えようとする。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 貴族と藤原道長 
・つかむ 藤原道長ら，貴族がど
のようなくらしをしていたのか
話し合い，学習問題をつくりま
しょう。 

p.36～37 

1 ①藤原道長が詠んだ歌の意味を
考え，話し合う。  

・この世はすべて自分の思い通
りにできる。 

・娘を天皇の妃にし，強い権力
を手に入れた。 

・このころ貴族は大きな力をも
っていた。  

②貴族は，どんなくらしをして

いたのかを調べ，わかったこ

とや疑問に思ったことを話し

合い，学習問題をつくる。  

・広くて優雅な寝殿造のやしき

に住んでいる。  

・広い庭や池もあり，そこで貴

族が遊びを楽しんでいる。 

・貴族は蹴鞠を楽しんでいる。 

・食事も庶民とちがう。  
・はなやかな文化が栄えたみた

いだな。 

［思判表］発言 

(2) 貴族のくらしの中から生まれた文化                              ★他教科との関連：国語 

・調べる 藤原氏が栄えていたこ
ろ，どのような文化が生まれた
のでしょうか。 

p.38～39 

1 ①貴族のくらしの中から生まれ

てきた文化について，資料か

ら調べる。  

・このころつくられた大和絵に

［知技］発言・ノート 

学習問題 貴族が栄えていたころ，どのような文化
が生まれたのでしょうか。 
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は，貴族のくらしの様子が描

かれている。 

・束帯や十二単などの服装が生

み出された。  

・琴，琵琶，笛などをたしな

み，囲碁や双六で遊び，男子

は，蹴鞠や乗馬も行った。  

・漢字からかな文字がつくら

れ，「源氏物語」など世界的

な文学が生まれた。   
・小倉百人一首には，平安時代

の女性の歌がたくさん含まれ
ている。  

・中国の影響を受けながら，朝
廷を中心として，貴族のくら
しの中から美しくはなやかな
日本風の文化が生まれた。 

（3) 今に伝わる年中行事 
・調べる 貴族が栄えていたころ

の年中行事で，今に伝えられて

いるものには，どのようなもの

があるでしょうか。 

p.40 

1 ①貴族の年中行事で，今に伝え
られ行われているものについ
て資料から調べる。 

・京都で行われている賀茂祭
（葵祭）は，今から1200年前
から始まり，今でも平安時代
のいでたちの人々が行列をつ
くって市内を歩く。 

・曲水の宴は，貴族の遊びだっ
たけど，今でも伝えられてい
る。 

・お正月の行事や端午の節句，
七夕などの行事も貴族の年中
行事が今に伝わっている。 

・貴族の文化は，今でもわたし
たちのくらしの中に生きてい
る。 

［知技］発言・ノート 

（4) キャッチコピーにまとめる 
・まとめる 学習問題について調

べてきたことについて話し合

い，平安時代の文化の特色を表

すキャッチコピーを書きましょ

う。 

p.40 

1 ①平安時代には，どのような文
化が生まれてきたのか調べた
ことをもとに話し合う。 

・貴族のくらしの中からはなや
かな文化が生まれた。 

・中国文化の影響を受けなが
ら，日本独自の文化が生まれ
た。 

・貴族のくらしの中から生まれ
た文学は，日本だけでなく世
界の人たちにも親しまれてい
る。 

・貴族たちの行っていた年中行
事の中には今も受けつがれて
いるものがある。 

②平安時代の文化の特色をキャ
ッチコピーに表現する。 

・今につながる日本風の文化 

［思判表］発言・キャッチ

コピー 

［態度］発言・キャッチコ

ピー 
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小単元名 4．武士の世の中へ 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.44～54 

配当時数 ６時間 活動時期 ９月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(エ)(シ)，イ‐

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代表

的な文化遺産に着目して，遺跡や文化財，地図や年表などの資料で調べ

てまとめ，我が国の歴史の展開を考え，表現することを通して，源平の

戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いを手掛かりに，武士による政治が

始まったことを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題を解

決しようとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，遺跡や

文化財，地図や年表などの資料で調べ，源平の戦い，鎌倉幕府の始ま

り，元との戦いを理解している。 

・調べたことを年表や文などにまとめ，武士による政治が始まったこと

を理解している。 

思考・判断・表現 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見いだし，源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いについて考え

表現している。 

・源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いを関連付けたり総合した

りして，この頃の世の中の様子を考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元との戦いについて，予想や学習計

画を立てたり，見直したりして，主体的に学習問題を追究し，解決しよ

うとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 武士の登場と武士のくらし 

・つかむ 武士とは，どのような

人々で，どのような願いをもって

いたのかについて話し合い，学習

問題をつくりましょう。 

p.44～45 

1 ①「武士のやかたの様子（想像
図）」をもとに，武士の生活の
様子，武士と貴族のちがいな
どについて考え，話し合う。 

・地方の武士は，自分の領地が
見渡せる場所にやかたを建て
て住んでいた。 

・一族や家来たちも近くに住ん
でいた。 

・武器の手入れや武芸の訓練，
馬の世話などを行い，常に戦
いに備えていた。 

 
 
 
 

［思判表］発言・ノート 

(2) 武士の政治の始まり  

・調べる 武士は，どのようにし
て勢力をのばしていったのでし
ょうか。 

p.46～47 

1 ①平清盛の活躍について年表に
まとめたりして調べ，武士の
政治の始まりと平氏の政治の
特色について考える。 

・武士のなかには武芸を認めら
れて朝廷や貴族に仕え，大き
な力をつけていく者が現れ
た。 

・平清盛は，むすめを天皇のき
さきとして生まれた子を天皇
に立てるなど，朝廷の中で重
い役を独占して強い力をもつ
ようになった。 

［知技］発言・ノート 

学習問題 武士の登場によって，世の中はどのように
変わり，武士は，どのような政治を行っていったので
しょうか。 
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（3) 源氏と平氏が戦う 

・調べる 源平の戦いで，源氏は

平氏をどのように破ったのでし

ょうか。 

p.48～49 

1 ①源義経の活躍について図書館
などで伝記を探すなどして調
べ，鎌倉に幕府が開かれるま
での経緯をまとめる。 

・源頼朝が平氏をたおそうと兵
をあげると，自分たちの領地
を認めてくれる新しいかしら
を求めていた武士が次々に集
まった。 

・源義経に率いられた軍が，一
ノ谷，屋島で平氏を破り，壇
ノ浦で平氏をほろぼした。 

［知技］発言・ノート 

（4) 頼朝が東国を治める 
・調べる 頼朝は，どのようにして

武士たちを従えていったのでしょ

うか。  

p.50～51 

1 ①鎌倉の地図やご恩と奉公の関
係図，政子のうったえなどを
もとにして，源頼朝が武士た
ちをどのように従えていった
のかを考える。 

・源頼朝はご恩と奉公の主従関
係で武士を従えた。 

・承久の乱の後，鎌倉幕府の力
は西国にまで及ぶようにな
り，執権の北条氏を中心とし
た幕府は法律や裁判の制度を
整えて支配力を強めていっ
た。 

［知技］発言・ノート 

（5） 元の大軍がせめてくる 

・調べる 鎌倉幕府は，どのよう

にして元軍と戦い，その後は，

どうなっていったのでしょう

か。 

p.52～53 

1 ①元の大軍との戦いの様子を絵
図や写真などをもとに調べ，
この戦いが鎌倉幕府にどのよ
うな影響をおよぼし，幕府の
力がどのように弱まっていっ
たのかを考える。 

・元は日本に服従を求めてきた
が，執権の北条時宗はその要
求を退けた。 

・武士たちは，元軍の集団戦法
や火薬兵器（てつはう）など
に苦しみながら，恩賞を得る
ために一所懸命に戦った。 

［知技］発言・ノート 

 

（6） まとめる 

・まとめる 学習問題について調

べてきたことを整理し，自分の

考えを４コマまんがで表しまし

ょう。 

p.54 

1 ①武士の発生から元寇までの世
の中について，いくつかの視
点で整理する。 

・天皇や貴族のくらしと武士の
くらしのちがいはどのような
ことか。 

・平氏の政治と源氏の政治のち
がいはどのようなことか。 

②関係する人物のせりふを考
え，４コマまんがを完成させ
る。 

・元寇の竹崎季長の各場面のせ
りふを考えて，お互いに発表
し合う。 

・他の人物についても場面を設
定してせりふを考え，お互い
に発表し合う。 

［思判表］４コマまんが・

ノート 

［態度］４コマまんが・ノ

ート 
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小単元名 5．今に伝わる室町文化 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.56～61 

配当時数 ３時間 活動時期 ９月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(オ)(シ)，イ‐

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代表

的な文化遺産などに着目して，遺跡や文化財，地図や年表などの資料で

調べてまとめ，我が国の歴史の展開を考え，表現することを通して，京

都の室町に幕府が置かれた頃の代表的な建造物や絵画を手掛かりに，今

日の生活文化につながる室町文化が生まれたことを理解できるようにす

るとともに，学習してきたことを基に長い歴史を経て築かれてきた我が

国の伝統や文化と今日の自分たちの生活との関わりを考えようとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，遺跡や

文化財，地図や年表などの資料で調べ，京都の室町に幕府が置かれた頃

の代表的な建造物や絵画を理解している。 

・調べたことを年表や文などにまとめ，今日の生活文化につながる室町

文化が生まれたことを理解している。 

思考・判断・表現 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見いだし，京都の室町に幕府が置かれた頃の代表的な建造物や絵画に

ついて考え表現している。 

・京都の室町に幕府が置かれた頃の代表的な建造物や絵画を関連付けた

り総合したりして，この頃の文化の特色を考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・京都の室町に幕府が置かれた頃の代表的な建造物や絵画について，予

想や学習計画を立てたり，見直したりして，主体的に学習問題を追究

し，解決しようとしている。 

・学習してきたことを基に長い歴史を経て築かれてきた我が国の伝統や

文化と今日の自分たちの生活との関わりを考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 足利義政が建てた銀閣 
・つかむ 銀閣の様子を見たり，
金閣と比べたりしながら話し合
い，学習問題をつくりましょ
う。 

p.56～57 

1 ①金閣と銀閣の写真を比較し，
資料をもとに調べる。 

・金閣は，足利義満が建てて，
はなやか。 

・銀閣は，足利義政が建てて，
とても落ち着いた印象で，金
閣と全く違う。 

②「書院造の部屋」や年表をも
とに，わかったことや疑問を
もとに話し合い，学習問題を
つくる。 

・障子やふすまがあって，現在
の和室に似ている。 

・書院造は，現在の和室とつな
がりがあるのかもしれない。 

・室町時代に，茶の湯や生け花
などが流行している。 

 
 
 

［思判表］発言 

(2) 新しい文化が生まれる  

・調べる 室町時代の文化には，

どのような特色があるのでしょ

うか。 

p.58～59 

1 ①雪舟の「天橋立図」を見て，
気づいたことを話し合い，雪
舟や水墨画について調べる。 

・墨の濃淡がとても素晴らし
い。 

・雪舟は，中国から伝えられた

［知技］ノート 

学習問題 室町時代の文化は，どのようなものだったの
でしょうか。 
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すみ絵を芸術として大成させ
た。 

・日本の自然の美しさを求めて
描き，独特の技法で，国宝の
作品にもなっている。 

②室町時代に生まれた，茶の湯
や生け花について調べる。 

・室町時代にお茶を飲む習慣が
広まり，茶室もつくられるよ
うになった。 

・書院造の床の間を飾る生け花
も盛んになった。 

・今では，日本人だけでなく外
国人も親しんでいる。 

・庭園づくりも当時は盛んにな
った。 

（3) 室町文化と現在のつながり 

・調べる 室町時代に生まれた文

化には，ほかにどのようなもの

があるのでしょうか。 

p.60～61 

1 ①室町時代に生まれた，お祭
り，能や狂言について調べ
る。 

・室町時代に，民衆の力が高ま
り，お祭りやぼんおどりが各
地で行われるようになった。 

・能は，観阿弥や世阿弥によっ
て大成された。 

・狂言は，民衆の生活などを題
材に，多くの人が楽しんだ。 

②室町時代に民衆に広まった習
慣を調べる。 

・１日３回食事をする習慣が起
こった。 

・しょうゆや砂糖も使われるよ
うになった。 

［知技］ノート 

（4) まとめる  
・まとめる 学習問題について調べ

てきたことを整理し，「ことば」を

使って室町時代の文化のしょうかい

文を書きましょう。 

p.61 

1 ①これまでに調べたことを発表
し，ことばを使って，室町時
代の文化の紹介文を書く。 

・現在でも，茶の湯や生け花は
日本人だけでなく外国人にも
親しまれている。 

・室町時代の書院造は，現在の
和室に受け継がれている。 

・雪舟のすみ絵の作品は，現在
も多くの人に感動を与えてい
る。 

［思判表］紹介文・ノート 

［態度］紹介文・ノート 
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小単元名 6．戦国の世から天下統一へ 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.64～75 

配当時数 ６時間 活動時期 10月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(カ)(シ)，イ‐

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代表

的な文化遺産などに着目して，遺跡や文化財，地図や年表などの資料を

調べてまとめ，我が国の歴史の展開を考え，表現することを通して，キ

リスト教の伝来，織田・豊臣の天下統一を手掛かりに，戦国の世が統一

されたことを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題を解決

しようとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，遺跡や

文化財，地図や年表などの資料で調べ，キリスト教の伝来，織田・豊臣

の天下統一を理解している。 

・調べたことを年表や文などにまとめ，戦国の世が統一されたことを理

解している。 

思考・判断・表現 

・世の中の様子，人物の働きや文化遺産などに着目して，問いを見いだ

し，キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統一について考え表現してい

る。 

・キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統一を関連付けたり総合したり

して，この頃の世の中の様子を考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統一について，予想や学習計画

を立てたり，見直したりして，主体的に学習問題を追究し，解決しよう

としている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 戦国大名の登場 
・つかむ 長篠の戦いがあったこ
ろの世の中の様子について話し
合いましょう。 

p.64～65 

1 ①資料１「長篠の戦い」を見て
わかったことや 感じたこと
を発表する。  

・織田信長や豊臣秀吉などの有
名な武将がいる。 

・川をはさんで，織田･徳川の
連合軍と武田 軍が戦ってい
る。 

・左の織田･徳川の連合軍は馬
を防ぐ柵をつくって鉄砲で戦
い，右の武田軍は騎馬隊で戦
っている。 

・織田信長が鉄砲に目をつけ
て，長篠の戦いで使ったのが
すごい。 

②このころの世の中がどのよう
な様子だったのかを資料３
「1570年ごろの主な戦国大
名」を見て話し合う。 

・日本各地に，戦国大名と呼ば
れる力をもった武将がいた。 

・お互いの力を広げるための戦
国大名の戦いが，全国各地で
100年ほど続いた。 

・鉄砲を使った織田信長はかな
り強かったのではないか。  

［思判表］発言 

  



30 

 

(2) 天下統一を進めた二人の武将  

・つかむ 年表や資料を見ながら
話し合って学習問題をつくり，
学習計画を立てましょう。 

p.66～67 

1 ①年表や資料１，２を参考にし
て，この時代の様子や疑問に
思ったことを話し合う。 

・織田信長は，家来の豊臣秀吉
や徳川家康と力を合わせて天
下統一を目指したのではない
か。 

・天下統一のためには，戦いだ
けでなく，もっと他のことも
行ったのではないか。 

・鉄砲が外国から入ってきたよ
うに，天下統一のためには，
外国との関わりも関係がある
のではないか。 

②出された疑問をもとに学習問
題をつくる。 

 
 
 
③学習問題に対して予想を立

て，予想を確かめるために調
べることを決めて学習計画を
立てる。 

・外国との関わりを調べる。 
・戦いの様子を調べる。 
・政治の様子を調べる。 
④調べ方やまとめ方についても

話し合う。 
・教科書，資料集 
・図書館等の本 
・インターネットでの情報収集 
・VTR 
・信長と秀吉について調べ，わ

かったことをもとにテーマを
決めて話し合う。        
（ミニディスカッション） 

［思判表］発言・ノート 

（3) ヨーロッパ人の来航 
・調べる 戦国の世，日本と外国
にはどのようなかかわりがあっ
たのでしょうか。 

p.68～69 

1 ①この時代の日本が，外国とど
のように関わっていたのかを
資料１，３の地図を見て調べ
る。 

・ポルトガルやスペインが世界
の様々なところに出かけてい
て日本にもやってきた。 

・鉄砲のように，このころヨー
ロッパの進んだ文化や品物が
入ってくるようになった。 

・ザビエルは九州に来て，そこ
から西日本を通って京都まで
やってきた。 

②ヨーロッパの進んだ文化や品
物が入ってきて日本にはどの
ような影響があったのかを資
料５，６やグラフを見て調べ
る。 

・鉄砲は戦い方を大きく変え
た。 

・外国の品物が入ってきたこと
で栄えてきた町がある。 

［知技］発言・ノート 

学習問題 織田信長，豊臣秀吉は，どのようにして戦国

の世をおさめていったのでしょうか。 
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・キリスト教を信じる人が年々
増えていった。 

（4) 安土城と織田信長 
・調べる 織田信長は，天下統一

をするために，どのようなこと

を行ったのでしょうか。 

p.70～71 

1 ①織田信長が，天下統一に向け
てどのようなことを行ったの
か，戦いの様子を調べる。 

・鉄砲を使うなど，戦い方を工
夫した。 

・堺などの商業都市をおさえて
豊富な資金を手に入れ，それ
で武器を買った。 

・その武器を使って，少しずつ
勢力を広げ，室町幕府も滅ぼ
した。 

・常識にとらわれず，天下を統
一しようとする強い気持ちが
あった。 

②織田信長が，天下統一に向け
てどのようなことを行ったの
か，政治の様子を調べる。 

・自らの力を示すために安土城
を築いた。 

・強い力をもっていた仏教勢力
をおさえた。 

・キリスト教を保護した。 
・誰でも商売ができるようにし
て（楽市・楽座），商業や工
業を盛んにした。 

［知技］発言・ノート 

（5） 大阪城と豊臣秀吉 

・調べる 豊臣秀吉は，天下統一

をするために，どのようなこと

を行ったのでしょうか。 

p.72～73 

1 ①豊臣秀吉が，天下統一に向け
てどのようなことを行ったの
か，戦いの様子を調べる。 

・織田信長に仕えて有力な武将
になった。 

・織田信長にそむいた明智光秀
を倒した。 

・朝廷から関白に命じられ，全
国の大名や仏教勢力をおさえ
て天下統一を成し遂げた。 

・幼いころから賢く，人の嫌が
る仕事も引き受けて力をつけ
ていった。 

②豊臣秀吉が，天下統一に向け
てどのようなことを行ったの
か，政治の様子を調べる。 

・大阪城を築いて政治の拠点と
した。 

・金や銀の鉱山をおさえるなど
してばく大な財力を蓄えた。 

・検地で確実に収入を得られる
ようにした。 

・刀狩令で百姓が反抗できない
ようにした。 

・武士の世の中のしくみが整え
られた。 

・朝鮮に大軍を送ったが失敗し
た。 

・大陸の影響を受けた文化 
・仏教 など 

［知技］発言・ノート 

 

  



32 

 

（6） まとめる 

・まとめる 天下統一を進めた二

人の武将の働きについて，学習

したことをもとに話し合いまし

ょう。 

p.74～75 

1 ①学習問題をふり返る。 
②二人の武将が行ったことをグ
ループで表に整理し，「天下
統一に向けての働きがより大
きかったのは信長か秀吉か」
をテーマに，自分の考えをノ
ートに書く。（10分） 

③役割を決めてミニディスカッ
ションをする。 

・信長の働きが大きかったと考
える児童2名 

・秀吉の働きが大きかったと考
える児童2名 

・司会1名 
・4人のパネラーがテーマにつ
いての自分の考えを述べる。 

・パネラーどうしで質問や意見
を述べ合う。 

・パネラーの話を聞いていた人
たちからパネラーへ質問や意
見を述べ，それぞれの考えを
伝え合う。（25分） 

④ミニパネルディスカッション
で出された意見を参考に，学
習問題についてのまとめとし
て自分の考えを書く。  

［思判表］発言・ノート 

［態度］発言・ノート 
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小単元名 7．江戸幕府と政治の安定 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.76～86 

配当時数 ６時間 活動時期 10月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(キ)(シ)，イ‐

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代表

的な文化遺産などに着目して，遺跡や文化財，地図や年表などの資料で

調べてまとめ，我が国の歴史の展開を考え，表現することを通して，江

戸幕府の始まり，参勤交代や鎖国などの幕府の政策，身分制を手掛かり

に，武士による政治が安定したことを理解できるようにするとともに，

主体的に学習問題を解決しようとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，遺跡や

文化財，地図や年表などの資料で調べ，江戸幕府の始まり，参勤交代や

鎖国などの幕府の政策，身分制を理解している。 

・調べたことを年表や文などにまとめ，武士による政治が安定したこと

を理解している。 

思考・判断・表現 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見いだし，江戸幕府の始まり，参勤交代や鎖国などの幕府の政策，身

分制について考え表現している。 

・江戸幕府の始まり，参勤交代や鎖国などの幕府の政策，身分制を関連

付けたり総合したりして，この頃の世の中の様子を考え，適切に表現し

ている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・江戸幕府の始まり，参勤交代や鎖国などの幕府の政策，身分制につい

て，予想や学習計画を立てたり，見直したりして，主体的に学習問題を

追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 徳川家康と江戸幕府 

・つかむ 江戸幕府が力を強め，政

治を安定させたしくみについて話

し合い，学習問題をつくりましょ

う。 

p.76～77 

1 ①徳川家康が，どのようにし
て，江戸幕府を開いたのか調
べる。 

・三河の小さな大名の子に生ま
れ，苦労を重ねたが，成長す
るとともに勢力を伸ばし，戦
いにすぐれた強い武将として
知られた。 

・秀吉の死後，多くの大名を味
方につけて勢力を強め，関ヶ
原の戦いで対立する大名を破
り，全国支配を確かなものに
した。 

・朝廷から征夷大将軍に任じら
れ，江戸に幕府を開いた。 

・豊臣氏を滅ぼすとともに，全
国に一国一城令を出し，大名
の住む城以外の城の破壊を命
じた。 

②江戸幕府が，親藩，譜代，外
様といった大名をどのように
配置し，どのような場所を直
接支配したのか調べ，話し合
う。 

・外様大名がすぐに江戸を攻め
られないよう工夫して配置し
ている。 

・主な鉱山や主要な都市は幕府
が直接支配している。 

［思判表］発言 
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③学習計画を立てる。 

(2) 将軍による支配の安定  

・調べる 徳川家康が開いた江戸

幕府は，徳川家光にどのように

受けつがれたのでしょうか。 

p.78～79 

1 ①徳川家光が，どのようにして
江戸幕府を受け継ぎ，権力を
確立したか調べ，話し合う。 

・日光東照宮は家光の権力を大
名たちに見せつけるうえで大
きな役割を果たした。 

・家光は江戸城と江戸の町を大
幅に改修し，天下にふさわし
い城下町を作った。 

・家康から家光のころの間，武
家諸法度に反したなどの理由
で，全国の多くの大名が取り
つぶされ，将軍の力はますま
す強くなった。 

・江戸幕府のしくみは家光のこ
ろに確立し，安定した世の中
をむかえた。 

［知技］ノート 

（3)  大名の取りしまりと参勤交代 

・調べる 幕府は，どのようにし

て多くの大名を従えていったの

でしょうか。 

p.80～81 

1 ①江戸幕府が全国の大名を従え
るために，どのようなしくみ
を整えたかを調べ，話し合
う。 

・家光が将軍のころ，大名が行
列を組んで領地と江戸との間
を行き来する参勤交代の制度
が整えられた。 

・大名は自分の城と領地を持っ
ていたが，１年おきに江戸の
屋敷に住まわされ，将軍に対
して服従の態度を示した。 

・大名の妻と子どもは江戸の屋
敷での生活を義務づけられ
た。 

・将軍は参勤交代の制度を利用
して，全国の大名を従えるこ
とができた。 

・大名にとって，江戸での生活
は多くの費用がかかった。 

・大名は将軍に命じられ，さま
ざまな土木工事の費用や労力
を負担した。 

・参勤交代のために，幕府は五
街道をはじめとする主な道路
を整備した。その結果，旅人
や飛脚の行き来もさかんにな
り，江戸の文化が各地に広が
るきっかけとなった。 

［知技］発言・ノート 

（4) 人々のくらしと身分 

・調べる 江戸時代，人々は身分

に応じて，どのようにくらして

いたのでしょうか。 

p.82～83 

1 ①江戸時代の人々が身分に応じ
てどのようにくらしていたの
かを調べ，話し合う。 

・江戸時代の社会は，武士，百
姓，町人など，さまざまな身
分の人々によって構成されて

［知技］発言・ノート 

学習問題 江戸幕府は，どのようにして力を強め，政治
を安定させようとしたのでしょうか。 
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いた。 
・武士や町人は城下町に集めら
れ，身分によって住む場所が
決められた。 

・江戸時代の人口の80％以上
は，百姓でしめられていた。 

・百姓は名主を中心に，自分た
ちで村を運営した。 

・百姓は農村や山村，漁村に住
み，収穫の半分にもなる重い
年貢を納めたり，いろいろな
力仕事をさせられたりした。 

・百姓は農具を改良したり，肥
料をくふうしたりして，農業
技術を進歩させた。 

・それ以外にも皇族，公家，宗
教者，芸能者など，さまざま
な身分がみられた。また，百
姓や町人とは別に厳しく差別
されてきた身分の人々もい
た。 

（5） キリスト教の禁止と鎖国 

・調べる 幕府は，どのようにし

てキリスト教を禁止したのでし

ょうか。 

p.84～85 

1 ①江戸幕府が，どのようにキリ
スト教を禁止していったのか
調べて話し合う。 

・幕府は初めのころ，外国との
貿易をさかんにしようとして
いたが，キリスト教信者が増
え，幕府の命令に従わなくな
ることを心配して，キリスト
教を禁止するようになった。 

・幕府は島原・天草一揆を，大
軍を送っておさえた後，絵踏
みを取り入れ，キリスト教を
いっそう厳しくとりしまるよ
うになった。 

・幕府はキリスト教を徹底して
排除するとともに，海外貿易
の利益を独占した。 

［知技］ノート 

 

（6） まとめる 

・まとめる 学習問題について調

べてきたことを整理し，最後

に，当時の人々になったつもり

でせりふをうめましょう。 

 

p.86 

1 ①江戸幕府が政治を安定させる
ために，人々に対して行った
ことを整理する。 

＜大名に対しての例＞日光東照
宮や江戸城の建設を通じて幕
府の力を見せつけながら，武
家諸法度と参勤交代によって
将軍に従わせた。 

＜百姓や町人などに対しての例
＞身分に応じて異なる場所に
住まわせたり，年貢や役など
のさまざまな負担を行わせた
りした。 

＜キリスト教の信者や外国の貿
易船に対しての例＞キリスト
教を厳しく禁止するととも
に，貿易相手の国と貿易の場
所を限り，幕府が貿易を独占
した。 

②江戸幕府の政治について，

［思判表］まとめシート 

［態度］まとめシート 
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人々がどう思ったかを考え
る。 

＜外様大名の例＞１年おきに江
戸に住んで将軍に従うのは大
変だ。領地で妻や子供と一緒
にくらしたい。 

＜百姓の例＞年貢や役の負担が
大変だ。せめて農具や肥料を
改良して，農業の技術を高め
よう。 

＜オランダの商人の例＞自分た
ちはキリスト教を広めないか
ら貿易をひとりじめできる。
でも，長崎の出島での貿易は
とてもきゅうくつだなあ。 
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小単元名 8．町人の文化と新しい学問 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.90～98 

配当時数 ５時間 活動時期 11月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(ク)(シ)，イ‐

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代表

的な文化遺産などに着目して，遺跡や文化財，地図や年表などの資料で

調べてまとめ，我が国の歴史の展開を考え，表現することを通して，歌

舞伎や浮世絵，国学や蘭学を手掛かりに，町人の文化が栄え新しい学問

がおこったことを理解できるようにするとともに，学習してきたことを

基に長い歴史を経て築かれてきた我が国の伝統や文化と今日の自分たち

の生活との関わりを考えようとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，遺跡や

文化財，地図や年表などの資料で調べ，歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学を

理解している。 

・調べたことを年表や文などにまとめ，町人の文化が栄え新しい学問が

おこったことを理解している。 

思考・判断・表現 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見いだし，歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学などについて考え表現してい

る。 

・歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学を関連付けたり総合したりして，この頃

の文化の特色を考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学について，予想や学習計画を立てたり，

見直したりして，主体的に学習問題を追究し，解決しようとしている。 

・学習してきたことを基に長い歴史を経て築かれてきた我が国の伝統や

文化と今日の自分たちの生活との関わりを考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 江戸や大阪のまちと人々のくらし 
・つかむ 江戸や大阪のまちの様
子やほかの資料をもとにして，
当時の社会について話し合い，
学習問題をつくりましょう。 

p.90～91 

1 ①江戸や大阪のまちの様子につ
いて資料をもとに調べ，話し
合う。 

・江戸の両国橋付近は，橋の
上，広場，川のどこも花火見
物の人であふれかえり，とて
もにぎやかだ。 

・大阪のまちは，経済の中心地
として栄え，多くの物が江戸
に運ばれた。 

・社会が安定するにつれて商業
が発達し，武士以外の人々の
中にも学問や文化に親しむ人
が現れるようになった。 

・両国橋や芝居小屋にたくさん
の人が集まっている。 

・役者や風景などを描いた浮世
絵という多色刷りの版画につ
いて，描き方や誰が買ったか
などが気になる。 

・蘭学や国学といった学問で活
躍した杉田玄白や本居宣長は
どんなことをしたのだろう。 

 
 
 
 
②学習計画を立てる。 

［思判表］発言 

学習問題 江戸時代の後半には，どのような新しい文化
や学問が生まれ，社会にどのように広がったのでしょう
か。 
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(2) 人々が歌舞伎や浮世絵を楽しむ  

・調べる 歌舞伎や浮世絵は，

人々の間で，どのように親しま

れていったのでしょうか。 

p.92～93 

1 ①近松門左衛門の活躍の様子に
ついて調べ，歌舞伎が，人々
にどのように親しまれていっ
たのか話し合う。 

・各地の城下町の芝居小屋は，
いつも大勢の人でにぎわって
いて，芝居見物は人々の大き
な楽しみだった。 

・近松門左衛門の歌舞伎や人形
浄瑠璃の作品は，力をつけて
きた町人の生き生きとした姿
や義理人情を描き，人々に親
しまれた。 

・近松の作品は，現在でも名作
としてさまざまな舞台で上演
されている。 

・歌舞伎は地方にもさまざまな
形で広まり，今でも演じられ
ているところがある。 

②歌川広重の活躍の様子を調
べ，浮世絵が人々にどのよう
に親しまれたのか話し合う。 

・浮世絵は版画として大量に刷
られたので安く売られ，多く
の人々に買い求められた。 

・歌川広重が東海道の名所や風
景を描いた「東海道五十三
次」は大量に印刷され，江戸
からふるさとへのみやげとし
ても買い求められ，多くの人
の手に渡った。 

・町人や百姓が，観光をかねて
寺や神社にお参りする旅に行
けるようになったことも，名
所や風景を描いた浮世絵が流
行した背景にあった。 

・19世紀後半には，広重らの浮
世絵は海外でも，鑑賞される
ようになった。 

［知技］ノート 

（3) 新しい学問・蘭学 
・調べる 蘭学は，どのような学

問で，社会にどのようなえいき

ょうをあたえたのでしょうか。 

p.94～95 

1 ①二つの解剖図を比べたり，オ
ランダ語の医学書を翻訳する
際の苦労などについて調べた
りする。 

・「解体新書」の解剖図の方が
正確に描かれている。 

・杉田玄白らは，どんな困難が
あってもオランダ語の医学書
を日本語に訳そうとした。 

・満足な辞典がないため，医学
用語の翻訳に大変苦労し，4
年の間に11回も書き改めた。 

②江戸時代初期と伊能忠敬の日
本地図を比べたり，忠敬がど
のように測量を進めたのか調
べたりする。 

・伊能忠敬の日本地図は，現代
の日本地図とほとんど変わら
ず，正確である。 

［知技］ノート 
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・伊能忠敬は，当時としては新
しい天文学や測量術を学び，
それを生かして，全国を歩い
て測量し，正確な日本地図を
作り上げた。 

③蘭学が当時の人々の考え方に
与えた影響について調べ話し
合う。 

・医学のほかにもヨーロッパの
地理学や天文学，兵学など新
しい知識や技術を日本に役立
てようとする人々が現れた。 

・そうした人々の中から，もっ
と世界に目を向けて，政治や
社会がこのままではいけない
と考える人々も出てきた。 

（4) 国学の発展と新しい時代への動き 
・調べる 国学は，どのような学

問なのでしょうか。また，新し

い時代への動きは，どのような

ものだったのでしょうか。 

p.96～97 

1 ①国学はどのような学問なの
か，本居宣長は国学の発展に
どのような働きをしたのか調
べ話し合う。 

・国学とは，仏教や儒教などが
中国から伝える前の日本人が
持っていた考え方を研究しよ
うとする学問で，「古事記」
や「万葉集」の中に日本人の
心を探ろうとした。 

・本居宣長は，「古事記」の研
究に全力を注ぎ，35年かけて
「古事記伝」を完成させた。 

・本居宣長は社会や政治にも目
を向け，政治を行う人の心構
えを説いた。 

・国学は江戸時代の後半，地方
の人々の間に広まり，天皇を
尊いものとして，政治の現状
を批判する人たちも現れた。 

②江戸時代後半の新しい時代の
動きについて調べる。 

・大きなききんや物価の上昇に
よって，百姓一揆や打ちこわ
しが全国各地で起きた。 

・百姓一揆や打ちこわしを人々
の中には，幕府や藩に社会の
問題を解決する力がなくなっ
てきていることに気づく人が
出てきた。 

・新しい学問を学ぶ人や武士の
中からも，幕府や藩を批判す
る人が現れた。 

・長州藩や薩摩藩などでは藩の
政治を改革する動きが出てき
た。 

［知技］ノート 
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（5） まとめる 

・まとめる 学習問題について調

べてきたことを整理し，キャッチ

フレーズをつくって発表しましょ

う。 

p.98 

1 ①近松門左衛門，杉田玄白，本
居宣長がどのようなことをした
かをまとめ，説明する。 
＜近松門左衛門の例＞歴史上の
物語や実際に起きた事件を題
材にして，歌舞伎や人形浄瑠
璃について約150編の脚本を
書いた。 

＜杉田玄白の例＞人体の解剖を
見学して，オランダ語の解剖
図が正確に描かれていること
に驚き，苦労して翻訳し，
「解体新書」と名づけて出版
した。 

＜本居宣長の例＞古い時代の日
本人が持っていた考え方を明
らかにするために「古事記」
の研究にうちこみ，「古事記
伝」を完成させた。 

②歌舞伎，浮世絵，蘭学，国学
について，特色を表すキャッ
チフレーズをつくり，みんな
で発表する。 

＜国学のキャッチフレーズの例
＞昔の日本人の心を探る 

＜浮世絵のキャッチフレーズの
例＞安く楽しめる名所の風景 

［思判表］まとめシート 

［態度］まとめシート 
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小単元名 9．明治の国づくりを進めた人々 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.102～115 

配当時数 ７時間 活動時期 11月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(ケ)(シ)，イ‐

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代表

的な文化遺産などに着目して，遺跡や文化財，地図や年表などの資料で

調べてまとめ，我が国の歴史の展開を考え，表現することを通して，黒

船の来航，廃藩置県や四民平等などの改革，文明開化などを手掛かり

に，我が国が明治維新を機に欧米の文化を取り入れつつ近代化を進めた

ことを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題を解決しよう

とする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，遺跡や

文化財，地図や年表などの資料で調べ，黒船の来航，廃藩置県や四民平

等などの改革，文明開化などを理解している。 

・調べたことを年表や文などにまとめ，我が国が明治維新を機に欧米の

文化を取り入れつつ近代化を進めたことを理解している。 

思考・判断・表現 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見いだし，黒船の来航，廃藩置県や四民平等などの改革，文明開化な

どについて考え表現している。 

・黒船の来航，廃藩置県や四民平等などの改革，文明開化などを関連付

けたり総合したりして，この頃の世の中の様子を考え，適切に表現して

いる。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・黒船の来航，廃藩置県や四民平等などの改革，文明開化などについ

て，予想や学習計画を立てたり，見直したりして，主体的に学習問題を

追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 江戸から明治へ 

・つかむ 江戸から明治への変化に

ついて話し合い，学習問題をつく

りましょう。 

p.102～103 

1 ①江戸時代末ころと明治時代初
めの日本橋近くの様子や寺子
屋と学校とを比べ，変わった
ことを明らかにする。 

・服装・髪型・乗り物・建物・
ガス灯の有無 

・校舎の様子・先生の服装・学
び方など 

②江戸時代末から明治時代初め
の20～30年くらいの間に社会
全体に大きな変化が起きたこ
とを明治維新ということを捉
え，学習問題をつくる。 

 
 
 

［思判表］発言・ノート 

(2) 若い武士たちが幕府をたおす  

・調べる 明治維新を進めた人々
は，どのような思いをもってい
たのでしょうか。 

p.104～105 

1 ①「ペリーの上陸」の絵やペリ
ーの肖像画などから，江戸時
代末に起こったことを明らか
にする。 

・1853年に４せきの軍艦を率い
てやってきた。 

・幕府はとても驚いた。 
・1854年に日米和親条約を結ん
で開国し，鎖国の状態が終わ
った。 

・その後，1858年には日米修好

［知技］発言・ノート 

学習問題 明治維新では，だれが，どのように，世の中
のしくみを整えていったのでしょうか。 
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通商条約を結んで，外国との
貿易が始まった。 

・物価が急に上がって人々の不
満が高まった。 

・長州藩や薩摩藩は外国と戦っ
たが力の差が大きいことがわ
かった。 

②開国後に武士たちがどのよう
な思いをもって活動し，世の
中がどのように変わったのか
を明らかにする。 

・木戸孝允，大久保利通，西郷
隆盛らは，強い国づくりを進
めるために，新しい政府をつ
くる運動を始めた。 

・15代将軍徳川慶喜は，1867年
に政権を朝廷に返した。 

・1868年，明治天皇の名で五箇
条の御誓文を定め，新しい時
代が始まった。 

（3) 大久保利通と明治新政府の改革 

・調べる 欧米に学んだ大久保利

通は，どのような国づくりをめ

ざして取り組んでいったのでし

ょうか。 

p.106～107 

1 ①新しい政府がどのように政治
を進めようとしたのかを調べ
る。 

・政治の方針が日本中に広まる
ようにするために，廃藩置県
を行った。 

・政治の中心となった大久保利
通や木戸孝允らはヨーロッパ
の国々に追いつくために，工
業をさかんにし，強い軍隊を
もつという富国強兵に力を入
れた。 

②外国で学んだ大久保利通らが
進めた取り組みを調べ，国づ
くりの特色を話し合う， 

・近代的な工業を始めるため
に，外国から機械を買い，技
師を招いて国が運営する官営
工場を開いた（富国強兵）。 

・武士にかわり，訓練された近
代的な軍隊をもつために徴兵
令を出した。 

・国の収入を安定させるため
に，土地に対する税のしくみ
を改めた（地租改正）。 

［知技］発言・ノート 

（4) 新しい世の中の文化や生活 
・調べる 明治時代になって，

人々の生活は，どのように変

わっていったのでしょうか。 

p.108～109 

1 ①文明開化の意味を明らかに
し，人々の生活の変化を調べ
る。 

・文明開化により，西洋から多
くのことが紹介されたりとり
入れられたりした。 

・新しい時代の学問を学び，そ
れにふさわしい生き方や考え
方に興味をもつ人が多くなっ
た。 

・1871年には身分制度が変わ
り，国民は平等であるとされ
た。 

［知技］発言・ノート 
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・1872年に学制が公布され，６
歳以上の男女が学校に通うよ
うになってきた。 

・鉄道が開通したり，郵便制度
ができたり電信が始まったり
した。 

（5） 板垣退助と自由民権運動 

・調べる 政府の改革に不満をも

つ人々は，どのような行動をと

ったのでしょうか。 

p.110～111 

1 ①政府の改革に不満をもつ士族
の行動を調べ，世の中の変化
を明らかにする。 

・多くの士族は，武士として得
ていた収入を失って生活に困
るようになった。 

・西郷隆盛を中心とする西南戦
争などの士族による反乱が各
地で起こったが，すべて政府
の軍隊によってしずめられ
た。 

・その後，言論で主張する世の
中に変わった。 

②自由民権運動の特色を調べ，
その成果を話し合う。 

・板垣退助らは国会開設を主張
し，人々の間にも政治参加を
求める声が出てきた。 

・国会を開き，憲法をつくるこ
とを求める動きは自由民権運
動として各地に広がった。 

・政府は様々な条例を定めて厳
しく取りしまったが，1881年
に政府は1890年に国会を開く
ことを約束した。 

［知技］発言・ノート 

 

（6） 伊藤博文と国会開設，大日本帝国憲法 

・調べる 伊藤博文は，どのよう

な思いをもって大日本帝国憲法

をつくったのでしょうか。 

p.112～113 

1 ①国会開設に先立って板垣退助
や大隈重信らが行ったことを
調べる。 

・自由党や立憲改進党といった
政党がつくられた。 

・日本各地でさまざまな立場の
人々が憲法の案をつくった。 

・伊藤博文は，ドイツで憲法を
学び，内閣制度をつくった。
また，初代内閣総理大臣に命
じられ，憲法をつくる仕事に
力を注いだ。 

②大日本帝国憲法や国会の特色
を明らかにし，国の政治のあ
り方について話し合う。 

・1889年，天皇が国民にあたえ
るという形で大日本帝国憲法
が発布された。 

・大日本帝国憲法は，天皇が主
権をもち，軍隊を率いたり条
約を結んだりするのも天皇で
あった。 

・国会は，貴族院と衆議院から
なり，衆議院議員のみ国民の
選挙で選ばれた。 

・選挙権は一定の税金を納めた
25歳以上の男子のみであっ

［知技］発言・ノート 
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た。 
・1890年に第１回の国会が開か
れた。 

（7） まとめる 

・まとめる 調べたことを年表で

ふり返り，学習問題について話

し合いましょう。最後に，自分

の考えをノートにまとめましょ

う。 

p.114～115 

1 ①これまで調べたことを想起
し，多くの人物が明治維新で
様々なことを行ったことを年
表にまとめる。 

・木戸孝允，大久保利通，板垣
退助，西郷隆盛，伊藤博文ら
の業績を中心にまとめる。 

②年表などを活用し，明治維新
で国や社会のしくみがどのよ
うに変わったのかを話し合っ
て，自分の考えをノートにま
とめる。 

［思判表］年表・ノート 

［態度］年表・ノート 
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小単元名 10．世界に歩み出した日本 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.116～126 

配当時数 ６時間 活動時期 12月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(コ)(シ)，イ‐

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代表

的な文化遺産などに着目して，遺跡や文化財，地図や年表などの資料で

調べてまとめ，我が国の歴史の展開を考え，表現することを通して，日

清・日露の戦争，条約改正，科学の発展などを手掛かりに，我が国の国

力が充実し国際的地位が向上したことを理解できるようにするととも

に，主体的に学習問題を解決しようとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，遺跡や

文化財，地図や年表などの資料で調べ，日清・日露の戦争，条約改正，

科学の発展などを理解している。 

・調べたことを年表や文などにまとめ，我が国の国力が充実し国際的地

位が向上したことを理解している。 

思考・判断・表現 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見いだし，日清・日露の戦争，条約改正，科学の発展などについて考

え表現している。 

・日清・日露の戦争，条約改正，科学の発展などを関連付けたり総合し

たりして，この頃の世の中の様子を考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・日清・日露の戦争，条約改正，科学の発展などについて，予想や学習

計画を立てたり，見直したりして，主体的に学習問題を追究し，解決し

ようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1)  条約改正をめざして 

・つかむ 日本は江戸時代の終

わりに結んだ条約によって，

どのようなえいきょうを受け

ていたのか話し合い，学習問

題をつくりましょう。 

p.116～117 

1 ①ノルマントン号事件の風刺画
を見て話し合い，不平等条約
の存在に気づく。 

②図を見て不平等条約の内容に
ついて話し合う。 

・外国人が日本で罪をおかして
も日本の法律でさばくことが
できない（領事裁判権）。 

・修好通商条約は，日本に関税
自主権が認められていない
（輸入品にかける税金を自由
に決められない）不平等条約
だった。 

・領事裁判権を認めたこと，関
税自主権が認められていない
ことは日本にとって不利であ
る。 

③読み取った資料からわかった
こと，疑問に思ったことを話
し合い，学習問題をつくる。 

 
 
 
 
 

［思判表］発言・ノート 

  

学習問題 日本は，条約改正をめざして，どのような努
力をしたのでしょうか。また，世界の中で，日本の立場
や国民の生活には，どのような変化が起こったのでしょ
うか。 
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(2) 発展していく日本                           ★他教科との関連：算数  

・調べる この時代，日本はどの
ように国づくりを進め，世界に
歩み出していったのでしょう
か。 

p.118～119 

1 ①紡績工場と製糸工場の写真，
前の見開きの年表を見て，気
づいたことを話し合う。 

・とても大きな工場で，たくさ
んの女工と呼ばれた人々が朝
から晩まで働いていた。 

・日本は，10年間で2回も戦争
をしている。 

②「日本の西洋クラブへの仲間
入りをえがいたまんが」を見
て気づいたことを話し合う。 

・前の見開きの鹿鳴館の絵も参
照する。 

・日本は何とかして欧米諸国へ
の仲間入りをしたかった。 

・欧米諸国は，あまり歓迎しな
かった。 

③条約改正に向けた陸奥宗光の
願いや働きを読み取る。 

・1894年，外務大臣の陸奥宗光
は，そのころ最も力の強かっ
たイギリスと交渉して，領事
裁判権をなくすことに成功し
た。 

［知技］発言・ノート 

（3) 中国やロシアと戦う 
・調べる 二つの戦争によって，

日本と世界の国々との関係は，

どのように変わっていったので

しょうか。 

p.120～121 

1 ①「朝鮮をめぐる日本，ロシ
ア，中国」の風刺画を見て，
朝鮮をめぐる三国の関係につ
いて話し合う。 

②教科書の本文や資料を見て，
二つの戦争の様子や結果を読
み取る。 

・日清戦争も日露戦争も，朝鮮
半島の支配をめぐっての戦い
だった。 

・戦場は主に朝鮮半島や中国東
北部（満州）だった。 

・日清戦争で，日本は清から賠
償金を得るとともに台湾など
を植民地とした。 

・日露戦争で，日本はロシア艦
隊を破り，樺太の南部と満州
の鉄道などを得た。 

・日露戦争では，日清戦争より
もずっと多い戦死者が出た。 

・二つの戦争を通して，日本の
国際的な地位が向上した。 

［知技］発言・ノート 

（4) 世界へ進出する日本 
・調べる 世界の中で日本の立場

は，どのように変わっていった

のでしょうか。 

p.122～123 

1 ①写真や地図を見て，日本が朝
鮮の人々にどのようなことを
して，それを朝鮮の人々はど
う思ったのかを考える。 

②小村寿太郎が条約改正に成功
して関税自主権が回復された
ことの意義を考える。 

③世界で活躍した日本人の様子
や国内での新しい文学や科学
の発展について調べる。 

・新渡戸稲造は国際連盟の事務

［知技］発言・ノート 
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局次長を務めた。 
・北里柴三郎，志賀潔，野口英
世らは医学の発展に尽くし
た。 

・文学の世界では，夏目漱石，
樋口一葉，与謝野晶子，正岡
子規らが活躍した。 

（5） 生活や社会の変化 

・調べる 産業の発展によって，

人々の生活や社会はどのように

変化したのでしょうか。 

p.124～125 

1 ①産業の発展によって生活がど
のように変わってきたのかを
調べる。 

・八幡製鉄所の写真から重工業
が発達した様子がわかる。 

・電車やバスなどの交通機関が
発達し，ラジオ放送が始ま
り，洋服が普及するなど，
人々の生活や社会が大きく変
化した。 

②人々の民主主義への意識の高
まりについて調べる。 

・衆議院議員の選挙権が25歳以
上の男子となった。 

・平塚らいてう，市川房枝など
を中心として女性の地位向上
をめざす運動が広がった。 

［知技］発言・ノート 

（6） まとめる 

・まとめる 学習問題について調

べてきたことを人物カードに整

理し，最後に，自分の考えをノ

ートにまとめましょう。 

p.126 

1 ①学習問題について調べてきた
ことを人物カードに整理す
る。 

②学習問題を通して考えたこと
をノートにまとめる。 

・日本は，条約改正をめざし
て，どのような努力をしてき
たのか。 

・日本が条約改正を達成できた
のは，日本の国力が充実した
からである。 

・世界の中で，日本の立場や国
民の生活にはどのような変化
が起こったのか。 

［思判表］人物カード・ノ

ート 

［態度］人物カード・ノー

ト 
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小単元名 11．長く続いた戦争と人々のくらし 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.128～140 

配当時数 ７時間 活動時期 １月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(サ)(シ)，イ‐

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代表

的な文化遺産に着目して，遺跡や文化財，地図や年表などの資料で調べ

てまとめ，我が国の歴史の展開を考え，表現することを通して，日中戦

争や我が国に関わる第二次世界大戦などを手掛かりに，我が国と中国と

の戦いが全面化したことや，連合国との戦いによる敗戦，広島・長崎へ

の原爆投下など大きな被害を受けたことなどを理解できるようにすると

ともに，学習してきたことを基に過去の出来事と今日の自分たちの生活

や社会との関連や，歴史から学んだことをどのように生かしていくかな

ど国家及び社会の発展を考えようとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，遺跡や

文化財，地図や年表などの資料で調べ，日中戦争や我が国に関わる第二

次世界大戦などを理解している。 

・調べたことを年表や文などにまとめ，我が国と中国との戦いが全面化

したことや，連合国との戦いによる敗戦，広島・長崎への原爆投下など

大きな被害を受けたことなどを理解している。 

思考・判断・表現 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見いだし，日中戦争や我が国に関わる第二次世界大戦などについて考

え表現している。 

・日中戦争や我が国に関わる第二次世界大戦などを関連付けたり総合し

たりして，我が国の政治や国民生活が大きく変わったことを考えたり，

学習してきたことを基に，歴史を学ぶ意味について考えたりして，適切

に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・日中戦争や我が国に関わる第二次世界大戦などについて，予想や学習

計画を立てたり，見直したりして，主体的に学習問題を追究し，解決し

ようとしている。 

・学習してきたことを基に過去の出来事と今日の自分たちの生活や社会

との関連や，歴史から学んだことをどのように生かしていくかなど国家

及び社会の発展を考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 世界文化遺産の原爆ドーム 
・つかむ 被爆前と後の広島の写
真や年表などの資料をもとに話
し合い，学習問題をつくりまし
ょう。 

p.128～129 

1 ①３枚の原爆ドームの写真を見

て，気づいたことや考えたこ

とを発表し合う。  

・まち全体が焼け野原になり，

ドームも破壊されている。  

・どうしてこんなことが起こっ

たのだろう。 

・原爆ドームはどうして世界文

化遺産になったのだろう。  

②平和記念資料館の館長さんの

話を読んで，原爆ドームが世

界文化遺産になった理由を考

えたり，年表と関連づけて，

長く続いた戦争や当時の人々

の生活について話し合ったり

して，学習問題をつくる。  

・悲劇が二度と起きないように

との願いから，原爆ドームの

保存運動が進められた。  

［思判表］発言・ノート 



49 

 

・世界平和をめざすちかいのシ

ンボルとして1996年に世界文

化遺産に登録された。  

・日本は，15年にわたる長い

間，戦争をしていた。  

・戦争中の人々は，どのような

生活をしていたのだろう。  
・いったいどんな戦争だったの

だろう。 
 
 
 
③学習計画を立てる 
 〈調べること〉 
・戦争がどのようになっていっ

たのか。 
・国民は，どのような生活をし

ていたのか。 
・沖縄戦や広島・長崎への原爆
投下は，どのような被害があ
ったのか。 

(2) 中国との戦争が広がる  

・調べる 日本が中国で行った戦
争は，どのような戦争だったの
でしょうか。 

p.130～131 

1 ①満州事変，日中戦争を起こし
た理由や戦争の広がりについ
て調べる。  

・不景気で日本でも生活に苦し

む人が多くなり，中国に勢力

をのばして不景気を回復しよ

うという考えが国民の間に広

められた。  

・満州の利益を守らないと日本

がほろびると主張する人々が

いた。  

・1931年に，満州にいた日本軍

が中国軍を攻撃し，満州事変

となった。 
・国際連盟が満州の独立を認め

なかったので，日本は国際連
盟を脱退し国際的な孤立を深
めた。 

・満州から中国各地に戦争が拡
大したこと。 

・中国の人々が日本の侵略に抵
抗し，戦争は，長く続くこと
となった。 

［知技］発言・ノート 

（3) 戦争が世界に広がる 
・調べる 戦争は，どのように世

界に広がっていったのでしょう

か。 

p.132～133 

1 ①そのころの世界の様子を調べ

る。  

・ドイツがまわりの国々を侵略

し，イギリスやフランスなど

と戦争になり，アジアやヨー

ロッパも戦場となる第二次世

界大戦となった。  

②日本の戦争の広がりを調べ

る。  

・石油などの資源を得るため，

東南アジアに軍隊を進めた。  

［知技］発言・ノート 

学習問題 長く続いた戦争は，人々にどのようなえいき

ょうをあたえたのでしょうか。 
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・ドイツ，イタリアと軍事同盟

を結び，アジアの地域を支配

しようとした。  

・アメリカやイギリスなどの

国々と東南アジアや太平洋を

戦場とした太平洋戦争になっ

た。  
・戦場が拡大し，戦争が激しく
なると，多くの男性が召集令
状によって兵士として戦場に
送られた。 

・日本は初めのうちは勝利した
が，国力に勝るアメリカ軍の
反撃により敗戦を重ねていっ
た。 

・国民は，政府の言葉や報道を
信じて，戦争に協力させられ
た。 

（4) すべてが戦争のために 
・調べる 戦争中，人々は，どの

ような生活をしていたのでしょ

うか。 

p.134～135 

1 ①戦争中の生活の様子について

調べる。  

・人々を戦争の協力させるため

に政府は戦時体制を強めてい

き、くらしは、すべて戦争の

ために制限された。 

・戦争に協力しない行動は厳し

く取りしまられた。 

・まちには戦争協力をよびかけ

る看板があふれた。  

・たくさんの戦争に協力する気

持ちを高めるための標語がつ

くられた。  

・天気予報などの情報も戦争に

関する重要な情報として国民

に知らされなかった。 

・食料や衣類は配給制になっ

た。  

・女子学生が工場で働くように

なった。  

・小学生は地方へ集団疎開し

た。  

・学校でも軍事訓練が行われ

た。  
・子どもが読む雑誌も戦争を題
材にしたものが多くなった。 

［知技］発言・作品 

（5） 空襲で日本の都市が焼かれる 
・調べる 日本各地の都市は，空

襲によって，どのような被害を

受けたのでしょうか。 

p.136～137 

1 ①東京大空襲の想像図，空襲の

写真，空襲を受けた都市の地

図などを調べて，わかったこ

とや考えたことを話し合う。  

・1944年になると，アメリカ軍

が日本の都市を空襲するよう

になり，人々は防空壕をつく

って逃げこんだ。  

・工業がさかんで人口が多い太

平洋ベルトを中心に，全国各

［知技］発言・ノート 
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地が空襲の被害にあった。 

・軍事施設や工場だけでなく，

住宅地も爆撃され，焼け野原

になった。  

・木造の建物が多い日本では，

火災を起こす焼夷弾が使われ

た。 

②東京大空襲を体験した元木さ

んの話から，空襲の被害につ

いて考え，話し合う。  
・焼夷弾でまちが火の海になっ
たこと。 

・人々は，生きるために必死だ
ったこと。 

（6） 原爆投下と戦争の終わり 
・調べる 戦争はどのようにして

終わったのでしょうか。 

p.138～139 

1 ①沖縄戦の写真や手記などをも

とに調べて，わかったことを

話し合う。  

・1945年，アメリカ軍が沖縄に

上陸し，一般市民や今の中高

生くらいの生徒までが動員さ

れた。  

・当時の沖縄県民60万人のうち

12万人以上の人が亡くなった

といわれている。  

②原爆投下や玉音放送を聞く

人々の写真などを見て，わか

ったことや考えたことを話し

合う。  

・日本軍は各地で敗北し，多く

の都市が空襲され，沖縄は占

領された。  

・1945年8月6日に広島，8月9日

には長崎に原子爆弾が落とさ

れ，一瞬にして何万人もの命

が奪われた。  

・満州や樺太南部，千島列島に

ソ連軍が攻め込んできた。  
・日本は8月15日に降伏し，15
年にもわたる戦争が終わり，
同時に日本による台湾と朝鮮
の植民地支配が終わった。  

・今では，毎年8月15日に，戦
争の犠牲者をいたみ，平和を
願う全国戦没者追悼式が行わ
れている。 

［知技］発言・ノート 

（7） まとめる 

・まとめる これまで調べてきた

いことを図に整理し，学習問題

についての考えをまとめましょ

う。 

p.140 

1 ①それぞれの場所における戦争
の影響や，当時の人々の生活
について，調べたことをワー
クシートの図に整理する。 

・戦場となった東南アジア各国
の人々に大きな損害を与え
た。 

・広島・長崎の人々は一発の爆
弾で，一瞬にして何万にもの
命がうばわれ，町はふきとん

［思判表］発言・ワークシ

ート 

［態度］発言・ワークシー

ト 
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でしまった。 
・小学生も学校で戦争の訓練を
し，集団疎開で親元をはなれ
地方に避難した。今の中学生
くらいの年齢になると勉強を
しないで学校や工場で働い
た。 

・多くの国民は，戦時体制で生
活のすべてを戦争に協力させ
られ，やがて敗戦が続くと空
襲の被害にあい多くの人が亡
くなった。 

・満州に渡った人々は，終戦直
前にソ連軍が攻めてきて，逃
げる中で多くの人が亡くな
り，日本に帰れず，残留孤児
となった人がいた。 

・召集令状で集められ戦場で兵
士として戦った人々は，戦場
で苦しい体験をし多くの人が
命を落とした。 

②戦争が人々に与えた影響につ
いて，調べたことをもとに友
達と話し合って自分の考えを
ワークシートに書く。 

・戦争は，戦場で戦った兵士だ
けでなく，多くの国民の命を
うばい，国民生活に大きな影
響と非常な苦しみを与えた。
また，海外で戦場となった
国々の人々にも大きな被害を
与えた。このような悲劇を繰
り返さないためにも，戦争は
二度と行ってはならない。 
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小単元名 12．新しい日本，平和な日本へ 
教科書の 

ページ 
歴史編 p.142～155 

配当時数 ７時間 活動時期 １～２月 
学習指導要

領の内容 

 (2)ア-(サ)(シ)，イ‐

（ア） 

 

小単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について，世の中の様子，人物の働きや代表

的な文化遺産などに着目して，遺跡や文化財，地図や年表などの資料で

調べてまとめ，我が国の歴史の展開を考え，表現することを通して，日

本国憲法の制定やオリンピック・パラリンピックの開催などを手掛かり

に，戦後我が国は民主的な国家として出発し，国民生活が向上し，国際

社会の中で重要な役割を果たしてきたことを理解できるようにするとと

もに，学習してきたことを基に過去の出来事と今日の自分たちの生活や

社会との関連や，歴史から学んだことをどのように生かしていくかなど

国家及び社会の発展を考えようとする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などについて，遺跡や

文化財，地図や年表などの資料で調べ，日本国憲法の制定，オリンピッ

ク・パラリンピックの開催などを理解している。 

・調べたことを年表や文などにまとめ，戦後我が国は民主的な国家とし

て出発し，国民生活が向上し，国際社会の中で重要な役割を果たしてき

たことを理解している。 

思考・判断・表現 

・世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，問い

を見いだし，日本国憲法の制定，オリンピック・パラリンピックの開催

などについて考え表現している。 

・日本国憲法の制定，オリンピック・パラリンピックの開催などを関連

付けたり総合したりして，我が国の政治や国民生活が大きく変わったこ

とや，我が国が国際社会において果たしてきた役割を考えたり，学習し

てきたことを基に，歴史を学ぶ意味について考えたりして，適切に表現

している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・日本国憲法の制定，オリンピック・パラリンピックの開催などについ

て，予想や学習計画を立てたり，見直したりして，主体的に学習問題を

追究し，解決しようとしている。 

・学習してきたことを基に過去の出来事と今日の自分たちの生活や社会

との関連や，歴史から学んだことをどのように生かしていくかなど国家

及び社会の発展を考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 敗戦直後の人々のくらし 

・つかむ 写真から気づいたことや

疑問を出し合い，学習問題をつく

りましょう。 

p.142～143 

1 ①敗戦直後の資料から，気づい
たことを話し合う。 

・戦争が終わっても，家を焼か
れて住むところがなかった
り，くらしに必要なものがな
かったりして，大変な生活だ
ったんだ。 

・戦後，栄養失調でなくなった
り，戦争で孤児になった子ど
もたちがいたりし，戦争が終
わっても大変さは変わってい
ない。 

②新宿の３枚の写真を見比べて
気づいたことを話し合い，学
習問題をつくる。 

・東京オリンピックのころには
かなり復興している。 

・現在はビルも建て替わり，ず
いぶんにぎやかだ。 

［思判表］発言・ノート 
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・焼け野原だったのに，今は発
展している。どのように変わ
っていったのか。 

 
 
 
③年表をもとに予想を話し合
い，学習計画を立てる。 

・日本は戦争のない平和な国に
なったのではないか。 

・日本は国際社会にもどれたの
ではないか。 

・日本は，オリンピックが開け
るほど，世界に認められるよ
うになったのではないか。 

(2) 民主主義による国をめざして  

・調べる 戦争の後，日本ではど
のような改革が行われたのでし
ょうか。 

p.144～145 

1 ①戦後改革や日本国憲法につい
て調べる。 

・民主主義の国として再出発す
るために，戦後改革が行われ
た。 

・女性に選挙権が保障された。 
・教育の制度が変わった。 
・日本国憲法が制定され，日本
の進む方向として平和主義と
民主主義が定められた。 

②調べたことを年表にまとめ，
「一言コメント」を書き込
む。 

・男女平等の世の中になった。 
・今の学校のしくみになった。 

［知技］発言・ノート 

（3) 再び世界の中へ 

・調べる 日本が世界の仲間にも

どるまでには，どのようなこと

があったのでしょうか。 

p.146～147 

1 ①「サンフランシスコ平和条
約」や「国際連合への加盟」
「産業の復興」について調
べ，年表にまとめる。 

・1951年に48か国と平和条約を
結んだ。 

・1952年に占領が終わり，主権
を回復した。 

・沖縄はまだアメリカに占領さ
れたままだ。 

・ソ連や中国などの国とは，平
和条約を結ぶことができなか
った。 

・1956年に国際連合への加盟が
認められた。 

・アメリカの協力や国民の努力
によって産業が復興し，生活
が向上した。 

［知技］発言・ノート 

（4） 高度経済成長の中の東京オリンピック 
・調べる 産業の発展により，

人々の生活はどのように変化し

たのでしょうか。 

p.148～149 

1 ①東京オリンピック・パラリン
ピックの開催と，それに関連
するできごとを調べ，当時の
人々の気持ちについて考え
る。 

・アジアで最初のオリンピック
が開かれた。 

・オリンピックのための競技施

［知技］発言・ノート 

 

学習問題 戦後の日本は，人々のくふうや努力によっ

て，どのように変わっていったのでしょうか。 
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設だけでなく，ホテルが建て
られ，道路・下水道が整備さ
れた。 

・高速道路や地下鉄も作られ
た。 

・東京と大阪の間に東海道新幹
線がつくられ，移動の時間が
大幅に短縮された。 

・オリンピックが開催できるほ
ど復興したことを世界に伝え
ることができ，うれしい。 

②東京オリンピック・パラリン
ピック開催前後の国民生活の
変化について調べる。 

・テレビや自動車が普及した。 
・国民総生産額が世界第２位に
なった。 

・高度経済成長のかげで，公害
などの環境問題が生まれてき
た。 

（5） 変化の中の日本 

・調べる 日本は今，どのような

変化の中にいるのでしょうか。 

p.150～151 

1 ①東京オリンピック・パラリン
ピック後の世界や日本が抱え
る課題とその取り組みについ
て調べる。 

・世界各地で起こる紛争を防ぐ
ために，国際連合を中心に，
努力がされている。 

・日本では，大きな地震が発生
し，大きな被害がもたらされ
た。被災した地域には，日本
中からも外国からも多くのボ
ランティアが集まり，復興の
力になった。 

②取り組みについて考えたこと
を話し合う。 

・課題はたくさんあるが，解決
するために努力をしていくこ
とが大切だと思った。 

・避難場所でボランティアをし
ている小学生もいた。自分た
ちができることもあると思っ
た。 

・わたしたち一人一人が関わっ
ていくことが大切だと思っ
た。 

［知技］発言・ノート 

（6） これからの日本を考えよう 

・調べる これからの日本は，ど

のような国をめざしていったら

よいのでしょうか。 

p.152～153 

1 ①世界に広がる日本の文化や技
術を調べる。 

・和食がユネスコ無形文化財に
登録された。日本の食が世界
から評価されている。 

・日本のアニメは世界でも人気
がある。 

・ノーベル賞を受賞している日
本人がたくさんいる。世界に
貢献している。 

②現在の日本が抱える課題や果
たすべき役割について調べ，
考えたことを話し合う。 

［知技］発言・ノート 
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〈国内の問題〉 
・お年寄りや障がいのある人た
ちの人権 

・子どもや女性の人権 
・アイヌ民族，在日韓国・朝鮮
人などへの偏見や差別 

・経済不況，食料自給率の問題 
・東日本大震災からの復興 
〈外国との関係に関する問題〉 
・沖縄のアメリカ軍基地 
・北朝鮮の拉致問題，核開発 
・領土をめぐる問題 
〈世界の問題〉 
・戦争と平和，核，環境 

（7） まとめる 

・まとめる 「ことば」を使っ

て，学習問題について調べたこ

とを年表に整理し，キャッチフ

レーズをつくりましょう。 

p.154～155 

1 ①表に整理されたできごとに，
一言コメントを書く。 

・1946年：日本国憲法が公布さ
れる 

―平和と民主主義が新しく進む
方向だと定められた。 

・1964年：東京オリンピック・
パラリンピックが開かれる 

―産業をさらに発展させた。 
など 

②時代を表すキャッチフレーズ
をつくり，友だちと話し合
う。 

・「国民に自信をあたえた東京
オリンピック・パラリンピッ
ク」理由は，東京オリンピッ
クで自信をつけ，戦後の復興
がさらに進んだから。 

・「今の平和な日本のもとにな
った日本国憲法」理由は，憲
法の三つの原則の一つに平和
主義があり，日本は平和と民
主主義の国になったから。 

［思判表］発言・ノート 

［態度］発言・ノート 

 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

（1） 歴史学習をふり返ろう 

・いかす カードを使って，これ
まで学習してきた歴史をふり返
ろう。 

     p.156～157 

1 ①これまで学習してきた時代の

社会の様子を書いたカードを

つくる。 

・米づくりが始まり，生活や社

会の様子が変化した。 

・室町時代のころ生まれた文化

は，今も多くの人々に親しま

れている。など。 

②カードを見ながら，現在のわ

たしたちのくらしとのかかわ

りについて発表し合う。 

・大陸や海から伝わった米づく

りは，現在では日本各地で行

われている。 

・日本の世界遺産など多くの文

化財が，人々の努力によって

［思判表］発言・ノート 

［態度］発言・ノート 
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大切に保存されている。 

③歴史を学ぶ意味について考

え，意見文を書く。 

・各時代の人々の努力の積み重

ねによって，現在の日本や自

分たちの生活がある。 
・昔の人々が知恵を出し合い，
努力してつくってきた今の日
本をさらによい国にしていき
たい。 
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単元名 3．世界の中の日本 
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.64～65 

配当時数 １時間 活動時期 ２月 
学習指導要

領の内容 
 (3)ア，イ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 人類共通の願い 
・わたしたち人類は，どのような
共通の願いを持っているのでし
ょうか。 

p.64～65 

1 ①国際社会が抱える問題の解決
に向け，日本のわたしたち
が，世界の人たちとどのよう
なことをしていけばよいのか
を話し合う。 

・さまざまな問題の解決に向け
て，世界の人たちと協力して
いく必要があること。 

 

［思判表］発言 

 

  

めあて わたしたちは，どのようにして，世界の人々と
ともに生き，平和な社会を築いていけばよいのでしょう
か。 
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小単元名 1．日本とつながりの深い国々 
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.66～97 

配当時数 ７時間 活動時期 ２月 
学習指導要領

の内容 
 (3)ア-(ア)(ウ)，イ‐（ア） 

 

小単元の目標 

グローバル化する世界の日本の役割について，外国の人々の生活の様子

などに着目して，地図帳や地球儀，各種の資料で調べ，まとめることで

日本の文化や習慣との違いを捉え，国際交流の果たす役割を考え，表現

することを通して，我が国と経済や文化などの面でつながりの深い国の

人々の生活は，多様であることや，スポーツや文化などを通して他国と

交流し，異なる文化や習慣を尊重し合うことが大切であることを理解で

きるようにするとともに，学習したことを基に世界の人々と共に生きて

いくために大切なことなどを多角的に考えようする。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・外国の人々の生活の様子などについて地図帳や地球儀，各種の資料で

調べて，必要な情報を集め，読み取り，日本の文化や習慣との違いを理

解している。 

・調べたことを図表や文などにまとめ，我が国と経済や文化などの面で

つながりの深い国の人々の生活は，多様であることや，スポーツや文化

などを通して他国と交流し，異なる文化や習慣を尊重し合うことが大切

であることを理解している。 

思考・判断・表現 

・外国の人々の生活の様子などに着目して，問いを見いだし，日本の文

化や習慣との違いについて考え表現している。 

・世界の国々の文化や習慣は多様であることとスポーツや文化などを通

して他国と交流することを関連付けて，国際交流の果たす役割を考えた

り，学習したことを基に世界の人々と共に生きていくために大切なこと

などを多角的に考えたり選択・判断したりして，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・外国の人々の生活の様子について，予想や学習計画を立てたり，見直

したりして，主体的に学習問題を追究し，解決しようとしている。 

・学習したことを基に世界の人々と共に生きていくために大切なことな

どを多角的に考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 日本と関係の深い国を探そう ★他教科との関連：外国語 

・つかむ これまでの社会科の学

習や日ごろの生活をふり返り，

日本とつながりの深い国を見つ

けて，話し合いましょう。 

p.66～67 

1 ①外国から入ってきた身のまわ
りのものや文化やスポーツを
通じた交流について話し合
う。 

・野球は，アメリカからきた。 
・日本の文化は中国からたくさ

ん影響を受けていて，漢字な
どが伝わった。 

・韓国のキムチやチヂミは日本
でも食べられている。 

・サウジアラビアから石油を輸
入している。 

・日本は，色々な国と輸出入の
関係がある。 

②日本と関係が深そうな国を四
つに整理する。 

［思判表］発言・ノート 

(2) 調べる国を決めよう  

・つかむ 学習問題をつくり，日

本とつながりの深い国を１か国

選び，人々の生活について調べ

る学習計画を立てましょう。 

p.68～69 

1 ①４か国の基本情報を整理し，
日本とつながりの深い国々に
ついて調べてみたいことを話
し合い，学習問題をつくり，
予想を出し合う。 

・気候や宗教によって，服装や

［思判表］発言・ノート 
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食べ物が違ってくるのではな
いか。 

・中国や韓国などの近い国な
ら，共通点が多いと思う。 

・産業や文化，スポーツなどで

つながりが深いかもしれな

い。 

 

 

 

②学習問題について予想し，学

習計画を立てる。 

＊児童に4か国から1か国を選択させる。 
アメリカと日本 p.70～75 
(3) アメリカの学校の様子                                 
・調べる アメリカの小学生は，

どのような生活をしているので

しょうか。 

p.70～71 

1 ①アメリカの学校の様子につい
て，テレビ電話でアメリカに
住んでいる人に質問をした
り，集めた資料を活用したり
して調べる。 

・小学校への通学は，自転車や
スクールバスなどを利用して
いる。 

・成績がよい場合は，上の学年
に飛び級ができることもあ
る。 

・いろいろな人種や民族の子ど
もが通っている。 

・昼食は，給食のところもある
が，売店を利用することもあ
る。 

・夏休みが２か月あって，日本
よりも長い。 

［知技］ノート 

（4) 人々のくらしと年中行事 

・調べる アメリカの人々のくら

しや年中行事は，どのようなも

のでしょうか。 

p.72～73 

1 ①アメリカの人々の休日の過ご
し方や年中行事について調
べ，話し合う。 

・休日には，家族でハイキング
に行ったり，野球の試合を見
たりして過ごしているのは，
日本と同じ。 

・大型スーパーでまとめて買っ
ている。日本にもアメリカか
らきた大型スーパーがある。 

・ハロウィンには仮装をしてお
菓子をもらったり，感謝祭や
クリスマスには家族や親戚が
集まったりしてごちそうを食
べる。 

・アメリカでも日本でも人気の

食べ物やスポーツがたくさん

ある。 

［知技］ノート 

（5) 広い国土を生かした産業と多文化社会 

・調べる アメリカには，どのよ

うな産業があり，どのような

人々がくらしているのでしょう

か。 

p.74～75 

1 ①アメリカの産業や多文化社 
会について，集めた資料を活
用して調べ，話し合う。 

・アメリカは，広い国土を生か
して，小麦や大豆を大量に生
産していて，日本と違う。 

［知技］ノート 

学習問題 日本とつながりの深い国の人々は，どのよう
な生活をしていて，その生活には日本とどのようなちが
いがあるのでしょうか。 
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・アメリカは，宇宙開発が進ん
でいて，日本や世界各国が開
発に参加したり協力したりし
ている。 

・アメリカは，多文化社会とい
われている。 

・ロサンゼルスには日系人が多
く住んでいて，日系人の祭り
がある。 

②アメリカについて調べてきた
ことを，カードに整理する。 

・学校や人々の様子，仕事や産

業の様子について調べたこと

をカードに整理する。 

中国と日本 p.76～81 

（3） 中国の人々の生活 

・調べる 中国のまちや小学校の

様子は，どのようになっている

のでしょうか。 

p.76～77 

1 ①中国のまちや小学校の様子に
ついて，集めた資料を活用し
て調べ，話し合う。 

・首都北京には，高層ビルや世
界文化遺産があって，ファッ
ションも日本と同じように楽
しんでいる。 

・大都会の中に，古い住宅も残
っている。 

・学校では，たくさんの漢字を
教えていて，英語の授業も盛
ん。 

・「一人っ子政策」の影響で，
兄弟がいない子どもも多い。 

・受験に熱心で，飛び級の制度
もある。 

・農村の子どもは，家畜の世話
など家の仕事をよく手伝う。 

［知技］ノート 

（4） 中国の伝統的な文化 

・調べる 中国には，どのような

文化や行事があるのでしょう

か。 

p.78～79 

1 ①中国の文化や行事について，
収集した資料を活用して調
べ，話し合う。 

・中国から，お茶や漢字が日本
に伝わった。 

・遣隋使や遣唐使について歴史
で学んだ。 

・中国には，50以上の民族がい
て，服装や習慣などの生活様
式がそれぞれ違う。 

・伝統的な行事である春節は，
日本の正月にあたる。故郷に
帰省する人も多い。 

・日本にも，横浜や神戸に中華
街や南京町があり，春節の行
事を盛大に行っている。 

・世界文化遺産の「万里の長

城」を見に，日本からも観光

客が訪れる。 

［知技］ノート 
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(5) 経済が発展した中国と人々の生活 

・調べる 中国の産業の発展によっ

て，人々の生活は，どのように

変化したのでしょうか。 

p.80～81 

1 ①産業の発展によって，人々の
生活はどのように変化したの
か，インタビューや資料を活
用して調べ，話し合う。 

・急速な発展によって，生活ス
タイルが変化した。タワーマ
ンションが増えた。 

・発展とともに，公害対策や労
働環境の改善が求められるよ
うになった。 

・経済特区と呼ばれる外国の企
業も進出する地区がある。 

・日本と貿易も盛んで，たくさ
んの商品を中国から輸入して
いる。 

・日中の留学生が，両国の結び

つきを深める上で期待されて

いる。 
②中国について調べてきたこと
を，ノートや作文に整理し，
話し合う。 

・日本と大切なパートナーであ
る。 

・オリンピックやパラリンピッ
クが開催された。中国のよさ
を見つけたい。 

［知技］ノート 

韓国と日本 p.82～87 

(3) 韓国の人々の生活 

・調べる 韓国の学校の様子，伝

統的な行事や習慣は，どのよう

なものでしょうか。 

p.82～83 

1 ①韓国の学校の様子，伝統的な
行事や習慣について，インタ
ビューや資料を活用して調
べ，話し合う。 

・日本の学校と似ている点がた
くさんある。 

・英語とコンピューターの授業
がさかん。 

・日本からの観光客がとても多
い。 

・ソルラルという旧正月は，大
切な行事の一つである。 

・韓国も日本と同じで，５月５
日にオリニラルといわれる子
どもの日がある。 

・韓国式のサウナは日本人にも

人気がある。 

［知技］ノート 

(4) 韓国の文化と日本との交流 
・調べる 韓国の文化には，どの

ような特色があるのでしょう

か。 

p.82～83 

1 ①韓国の文化には，どのような
特色があるのか，インタビュ
ーや資料を活用して調べ，話
し合う。 

・主食は米で，日本と同じよう
にはしやスプーンを使うが，
食器の使い方が違う。 

・昔は漢字を使っていたが，現
在ではハングルという文字を
使っている。 

・儒教の教えが大切にされ，長
老を敬う考えが浸透してい

［知技］ノート 
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る。 
・キムチは，韓国の代表的な保
存食。 

・民族衣装や年中行事などの伝
統が大切に受け継がれてい
る。 

・日本と韓国は，スポーツやア

ニメ，音楽などの文化の交流

がさかん。 

(5) 産業の発展と人々の生活 
・調べる 韓国の人々の生活にか

かわる産業には，どのような特

色があるのでしょうか。 

p.86～87 

1 ①韓国の人々の生活にかかわる
産業の発展や特色について，
インタビューや資料を活用し
て調べ，話し合う。 

・第二次世界大戦後は，朝鮮は
韓国と北朝鮮にわかれた。 

・韓国は，ソウルオリンピック
を開催した。 

・半導体や薄型テレビなどの産
業が発展している。 

・世界規模の電機メーカーも多
くあり，世界150以上の都市
と結ばれたハブ空港を備え，
物や人々の行き来がさかん。 

②韓国について調べてきたこと
をノートや新聞に整理して，
ふり返る。 

・韓国は，伝統を大切にしてい
る。 

・学校生活は，日本と似ている
部分が多い。 

・年中行事や儒教の教えを大切
にしている。 

［知技］ノート・新聞 

サウジアラビアと日本 p.88～93 
(3) 気候に合わせたくらしと宗教 
・調べる サウジアラビアの人々

の生活にかかわる気候や宗教に

は，どのような特色があるので

しょうか。 

p.88～89 

1 ①サウジアラビアの人々の生活
にかかわる気候や宗教には，
どのような特色があるのか，
資料を活用して調べ，話し合
う。 

・夏はとても暑いが，冬には気
温が大きく下がる。 

・砂漠のイメージが強いが，雨
や雪の降る地域や都市があ
る。 

・アラビア語を話し，イスラム
教を信仰している。 

・イスラム教では，１日５回の
お祈りをし，１か月間，日中
は食事をとらないラマダンを
行う義務がある。 

・食べ物や食べ方に特色があ
る。 

［知技］ノート 

(4) サウジアラビアの人々の生活  

・調べる サウジアラビアの生活

の様子や学校には，どのような

特色があるのでしょうか。 

p.90～91 

1 ①サウジアラビアの生活や学校
の様子には，どのような特色
があるのか，資料を活用して
調べ，話し合う。 

・昼間が暑く，外出する人が少

［知技］ノート 
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ないことから，大型スーパー
は夜遅くまで営業している。 

・学校などの公共の場は，男女
の区別がある。 

・小学校は日本と同じく６年間
通う。コーランの授業が毎日
あるのが日本と違う。 

・公立学校では，大学まで授業
料が無料。 

・学校でもお祈りの時間があ
る。 

(5) 石油の国，サウジアラビア 

・調べる サウジアラビアの産業

と人々の生活には，どのような

かかわりがあるのでしょうか。 

p.92～93 

1 ①サウジアラビアの産業と人々
の生活について，資料を活用
して調べ，話し合う。 

・日本は石油をサウジアラビア
から最も多く輸入している。 

・サウジアラビアは，石油を輸
出して得たお金を教育や福祉
に使っている。 

・最近では，観光業に力を入れ
ている。 

・サウジアラビアにも世界文化
遺産がある。 

・サウジアラビアでは，日本車
が輸入され，子どもは日本の
アニメをよく見ている。 

②サウジアラビアについて調べ
てきたことをノートに整理し
てふり返る。 

・サウジアラビアは，宗教の教
えを大切にしている。 

・日本と産業でつながりが深
い。 

・サッカーやらくだレースがス
ポーツではさかん。 

［知技］ノート 

(6) 日本とつながりの深い国々について話し合う 
・まとめる 学習問題について調

べてきたことを話し合い，自分

の考えを意見文にまとめ，発表

会を開きましょう。 

p.94～95 

1 ①学習問題について調べてきた
ことを話し合う。 

・学校生活では，四つの国とも
日本と似ているところや違う
ところがある。 

・アメリカや中国などの伝統的
な行事が日本でも行われてい
る。 

・調べてきた国は，どの国も産
業などでつながりが深い。 

②日本と似ているところと，大
きく違うところを表に整理し
て，話し合う。 

・日本の正月の行事は，韓国や
中国など近い国と似ている。 

・サウジアラビアの生活は，宗
教の影響が強いところが日本
と違う。 

③学習問題に対して，考えたこ
とを意見文にまとめ，発表す
る。 

・異なる習慣や文化も，認め合
うことが大切である。 

［知技］ノート・意見文 

［思判表］ノート・意見文 
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・アジアなど近い国は，学校生
活など日本と似ているところ
が多かった。 

(7) 国際交流について考えよう 
・いかす 国際交流について調

べ，そのよさについて話し合い

ましょう。 

p.96～97 

1 ①オリンピック・パラリンピッ
クと国際交流について調べ，
話し合う。 

・オリンピックは，スポーツを
通して，体と心をきたえ，世
界の国々が交流し，平和な社
会をつくることを大切にして
いる。 

・年々，参加国が増えている。 
②国際交流について調べ，話し
合う。 

・留学生などとコミュニケーシ
ョンを図る。 

・日本の伝統芸能である「歌舞
伎」は多くの国で公演するな
ど世界に広める努力をしてい
る。 

③スポーツなどの国際大会で多
くの外国の人が日本に来た時
に，どのようにかかわること
が必要なのかを考え，キャッ
チフレーズとその理由をまと
める。 

［思判表］ノート・キャッ

チフレーズ 

［態度］ノート・キャッチ

フレーズ 
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小単元名 2．世界の未来と日本の役割 
教科書の 

ページ 
政治・国際編 p.100～111 

配当時数 ６時間 活動時期 ３月 
学習指導要

領の内容 
 (3)ア-(イ)(ウ)，イ‐（イ） 

 

小単元の目標 

グローバル化する世界の日本の役割について，地球規模で発生している

課題の解決に向けた連携・協力などに着目して，地図帳や地球儀，各種

の資料で調べ，まとめることで国際連合の働きや我が国の国際協力の様

子を捉え，国際社会において我が国が果たしている役割を考え，表現す

ることを通して，我が国は，平和な世界の実現のために国際連合の一員

として重要な役割を果たしたり，諸外国の発展のために援助や協力を行

ったりしていることを理解できるようにするとともに，学習したことを

基に，今後，我が国が国際社会において果たすべき役割などを多角的に

考えようとしている。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

・地球規模で発生している課題の解決に向けた連携・協力などについ

て，地図帳や地球儀，各種の資料で調べて，必要な情報を集め，読み取

り，国際連合の働きや我が国の国際協力の様子を理解している。 

・調べたことを図表や文などにまとめ，我が国は，平和な世界の実現の

ために国際連合の一員として重要な役割を果たしたり，諸外国の発展の

ために援助や協力を行ったりしていることを理解している。 

思考・判断・表現 

・地球規模で発生している課題の解決に向けた連携・協力などに着目し

て，問いを見いだし，国際連合の働きや我が国の国際協力の様子につい

て考え表現している。 

・地球規模で発生している課題の解決策と我が国の国際協力の様子を関

連付けて，国際社会において我が国が果たしている役割を考えたり，学

習したことを基に今後，我が国が国際社会において果たすべき役割など

を多角的に考えたり選択・判断したりして，表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・国際社会において我が国が果たしている役割について，予想や学習計

画を立てたり，見直したりして，主体的に学習問題を追究し，解決しよ

うとしている。 

・学習したことを基に，今後，我が国が国際社会において果たすべき役

割などを多角的に考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 評価の観点と方法 

(1) 世界の各地で起こる紛争  

・つかむ 世界のさまざまな課題

と解決に向けた取り組みを調

べ，学習問題をつくりましょ

う。 

p.100～101 

1 ①世界で紛争が起こっているこ
とを調べる。 

・紛争が世界各地で起こってい
る。 

・特にアフリカ大陸や中東で多
く起こっている。 

・紛争を防ぐことができるのだ
ろうか。 

②紛争の他に，世界にどのよう
な課題があるのかを明らかに
し，これらを解決するための
取り組みについて調べるため
の学習問題をつくる。 

・地球温暖化などの環境問題や
難民，食料問題などがある。 

・これらの課題をどのように解
決しようとしているのだろ
う。 

・国際連合はどのような働きを
しているのだろう。 

・日本の人々は関わっているの

［思判表］発言・ノート 
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だろうか。 
 
 
 
 

(2) 国際連合で働く人々  

・調べる 国際連合で，日本の

人々はどのようなことをしてい

るのでしょうか。 

p.102～103 

1 ①国際連合の特色や日本の関わ
りについて調べる。 

・1945年に発足し，2018年まで
に193か国が加盟している。 

・各機関の活動は加盟国からの
分担金や募金などでまかなわ
れている。 

・日本は，1956年に加盟した。 
・日本はアメリカに次いで多く
の分担金を出している。 

②ユニセフなどの取り組みを調
べ，その働きや日本の取り組
みを調べる。 

・国連では，戦争や紛争の予防
や調停，復興支援などがあ
る。 

・例えば，ユニセフでは厳しい
くらしをしている地域の子ど
もたちを助ける目的で作られ
た。日本も戦後すぐのころ，
ユニセフから給食の支援を受
けた。 

・日本は，国際連合の一員とし

て世界各地の平和維持活動に

参加してきた。 

［知技］発言・ノート 

(3) 持続可能な社会をめざして                                 
・調べる 豊かさと環境保全を両

立させるために，世界や日本は

どのような努力や協力をしてい

るのでしょうか。 

p.104～105 

1 ①「持続可能な社会」の意味や
具体的な取り組みを明らかに
する。 

・世界には様々な環境問題があ
る。 

・未来にわたってより多くの
人々が豊かな生活を送るため
には，国連などの計画にもと
づいた国際的な協力が必要で
ある。 

・2015年に開かれた国連気候変
動枠組条約を結んだ国々の会
議では，温室効果ガスの削減
目標などが定められた。 

② 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標
（SDGs）」について調べ，持
続可能な社会を実現するため
の取り組みがあることを理解
し，これからの日本の取り組
みを考える。 

・SDGsには多くの目標がある。 
・2030年までの行動計画であ
る。 

・「だれひとり取り残さない」
という理念のもとに設定され
た目標である。 

［知技］発言・ノート 

 
  

学習問題 世界のさまざまな課題を解決するために，日
本は世界と協力して，どのような活動をしているのでし
ょうか。 
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（4) 国際協力の分野で活やくする人々 

・調べる 日本は，どのような国

際協力の活動をしているのでし

ょうか。 

p.106～107 

1 ①ODAの意味や青年海外協力隊
の具体的な取り組みを調べ
る。 

・ODAとは政府による国際協力
の活動である。 

・ODAの一つである青年海外協
力隊は，教育や医療，農業な
どの分野で活躍している。 

②NGOの意味を捉え，具体的な
取り組みを調べる。 

・NGOは国連や各国の政府から
独立して活動している民間の
団体である。主に，募金や寄
付金，ボランティアなどで支
えられている。 

・日本にも，医療や環境など，
専門性を生かした分野で活や
くしている多くの団体があ
り，世界各地でさまざまな国
際協力の活動を行っている。 

［知技］発言・ノート 

（5) 学習問題についてふり返り，考えをノートにまとめる 
・まとめる 学習問題について調

べたことをふり返り，自分の考

えをノートにまとめましょう。 

p.108～109 

1 ①これまでに調べた，様々な機
関やそれに携わる日本の人々
が世界の様々な課題を解決す
るために取り組んでいること
を想起してその意味や役割を
話し合う。 

・世界には，紛争，環境問題，
貧困などの様々な問題があっ
た。 

・これらの課題を解決するため
に，国連の様々な機関や
ODA，NGOなどが取り組んでい
た。 

・日本の人々も様々な分野で活
躍した。 

②自分の考えをノートにまと
め，発表する。 

［知技］発言・ノート 

［思判表］発言・ノート 

（6） 紛争や難民をなくすために 
・いかす これからを生きるわた

したちにできることを考えまし

ょう。 

p.110～111 

1 ①本文を読んで世界の課題が十
分に解決されているかどうか
を調べ，自分たちができるこ
とを考える。 

・世界には紛争などの影響で難
民となった人がいて，その半
数は子どもであり，またその
中には親をなくしている子ど
もも多くいる。 

・国連から届けられる物資は十
分ではなく，健康を害する人
や栄養を十分にとることがで
きない子どもたちも世界にた
くさんいる。 

・地域の復興がなかなか進まな
いこともある。 

・平和を続けることが難しい場
合がある。 

［思判表］発言・ノート 

［態度］発言・ノート 

 


